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     ────────────────────────────────────────────────────────────
　　　　　　①政策立案・事業企画等へのＮＰＯの参画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１
  　　　　　　（ＮＰＯからの政策・事業提案、審議会・協議会等への委員参画等）

　　　　　　②ＮＰＯ・ボランティアとの情報交換、意見交換等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４
　　　　　　　（一般的な意見交換、情報交換の場の設定、フォーラムやワークショップの開催）

　　　　　　③ＮＰＯへの事業委託　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ９
　　　　　　　（県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託）

　　　　　　④ＮＰＯ・ボランティアとの事業共催（後援は除く）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１６
　　　　　　　（ＮＰＯと県とがそれぞれ、又は双方で構成された実行委員会等が主催者となって、イベントの企画や運営、実施に当たる方法）
 
　　　　　　⑤ＮＰＯ・ボランティアの事業協力　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１９
　　　　　　　（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

　　　　　　⑥ＮＰＯへの補助　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２８
　　　　　　　（ＮＰＯと県との共通の目的を達成するための公金配分）

　　　　　　⑦ＮＰＯ・ボランティアに対する支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３１
　　　　　　　［Ａ］活動の場・物品・機材等の提供、［Ｂ］情報提供、［Ｃ］人材育成、［Ｄ］相談、［Ｅ］税・使用料の減免、［Ｆ］その他

　　　　　　⑧活動の活性化、協働に向けた環境整備に関する事業　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３９
　　　　　　　［Ａ］県民への働きかけ（イベント・講座等の開催による普及・啓発、様々な広報媒体での活動紹介等の情報提供、相談、表彰・顕彰等）
　　　　　　　［Ｂ］行政職員への働きかけ（職員の理解促進、活動への参加奨励、ボランティア休暇等）
　　　　　　　［Ｃ］市町村がＮＰＯを活用した事業を行う場合の市町村への補助・助成又は便宜供与（ふるさと創造資金等）

     ────────────────────────────────────────────────────────────
　　　　注意１　①～⑧の項目ごとに、庁内の平成１９年度の取組み（実績）を調査したものです（調査時点　平成２０年３月３１日）。
　　　　
         
      　
　　　　
　　　　
         　　　４　以下の表中の「事業名・事業項目」、「執行済額」の表記についての説明は次ページに記載しています。　　

　 平成１９年度 ＮＰＯ（ＮＰＯ法人、ボランティア団体、市民活動団体等）・ボランティア（個人）との協働事業等調査

　　　２　ＮＰＯの範囲について、地域性の強い団体や共益性の高い団体等であっても、本来の活動以外に社会貢献活動を行って
　　　　　いた場合には対象に含めています。
 　　 ３　県の事務・事業と密接な関連を有する公益法人（(財)埼玉県国際交流協会、(財)埼玉県県民活動総合センター、(財)埼玉
　　　　　県高齢者生きがい振興財団、 (社福)埼玉県社会福祉協議会等）に対して県から委託・補助を行い、当該公益法人におい
　　　　　て①～⑧の事業等が行われた場合には、対象に含めています。



◆「事業名・事業項目」の表記に関する注意事項

　○１つの予算事業すべてが該当事業の場合、予算事業名を表記しています。  　   　　　　　               　　　　　            　                          

　○全体の事業の一部が該当事業の場合、(｛全体の予算事業名｝の一部）と付記した上で該当事業の事業名・事業項目名を表記しています。　　　　

　○予算対応がなかった事業等も、事業名・事業項目名を表記しています。     　 　　　　　　　  　　　　　　                                              　    

　○１つの事業を①～⑧に重複して記載する場合、２つ目以降に記載した欄には、（再掲）と付記しています。
 　                         
 　                                                            

◆「執行済額」の表記に関する注意事項

　○事業に直接関連する執行済額を表記しています。

　○全体の事業の一部が該当事業の場合で、該当事業のみの執行額の把握が難しいときは、（全体）と付記し、全体の執行額を表記しています。

　○県単：国の補助金又は負担金のない県費単独事業の表記です。

　○国庫：国の補助金又は負担金のある事業の表記です。

　○－：予算対応がなかった場合の表記です。

　○１つの事業を①～⑧に重複して記載する場合 、２つ目以降に記載した欄には、（再掲）と付記しています。



①政策立案・事業企画等へのＮＰＯの参画（ＮＰＯからの政策・事業提案、審議会・協議会等への委員参画等）                       

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

1 ＮＰＯ活動推進課 （NPO活動普及・促
進事業費の一部）
埼玉県ＮＰＯ懇話会

［事業内容］
埼玉県NPO懇話会の運営
NPO活動の活性化を図るとともに、ＮＰＯと行政との相
互連携のあり方や本県が取り組むべき関連施策等に
ついて幅広く意見を聴く。
①懇話会委員
学識経験者、ＮＰＯ代表者、企業関係者、関係機関職
員、市町村職員、県職員（10名）
②主な内容
・「NPO活動の促進に関する基本方針」に基づく「協働」
の推進施策に関する検討
・活動拠点の在り方検討
③会議開催数
年９回

ＮＰＯ・市民活
動支援

239 県単 継続 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

2 環境政策課 （環境政策推進費の
一部）
環境審議会の運営

［事業内容］
条例の改正や計画の策定等、環境保全に関する基本
的事項を審議するため環境審議会を開催する。
［参画予定ＮＰＯ］
埼玉環境保護団体協議会

環境保全 677 県単 継続 環境経営担
当

内線３０２４

3 福祉政策課 （埼玉県地域福祉支
援計画推進事業費
の一部）
埼玉県地域福祉推
進委員会

新たな地域福祉の課題やモデル事業の検証、埼玉県
地域福祉支援計画の進行管理等を行った。（年２回）

福祉 466 県単 継続 地域福祉担
当

内線３２２３

4 福祉政策課 （福祉まちづくり普及
推進事業費の一部）
埼玉県福祉のまちづ
くり推進委員会の運
営

埼玉県における福祉のまちづくりに関する施策への意
見、提言及び助言を行った。（年2回開催）

福祉 587 県単 継続 地域福祉担
当

内線３２１７

5 障害者福祉課 （高次脳機能障害者
支援体制推進事業
の一部）
高次脳機能障害者
支援体制推進委員
会

県内における高次脳機能障害者の支援体制整備の実
態を把握し、今後の支援のあり方を検討する等により、
支援体制の整備を図る。（年２回）
[委員]きょうされん埼玉支部事務局長、埼玉県精神障
害者小規模作業所連絡協議会会長、脳外傷友の会「さ
いたま」会長、地域と共に生きる「ナノ」代表

福祉 3,528 国庫
1/2

継続 障害福祉担
当

内線３５６７

6 障害者福祉課 （発達障害者支援体
制整備事業の一部）
発達障害者支援体
制整備検討委員会

県内における発達障害児（者）の支援体制整備の実態
を把握し、今後の支援のあり方を検討する等により、支
援体制の整備を図ることにより、発達障害児（者）の福
祉の向上を図る。（年３回）
[委員]ＮＰＯ法人エジソンクラブ代表、埼玉親の会「麦」
事務局長

福祉 35,090
（全体）

国庫
1/2

継続 障害福祉担
当

内線３５６７
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①政策立案・事業企画等へのＮＰＯの参画（ＮＰＯからの政策・事業提案、審議会・協議会等への委員参画等）                       

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

7 障害者福祉課 （発達障害者支援体
制整備事業の一部）
発達障害者支援開
発企画・推進検討委
員会

県内における発達障害児（者）の支援ニーズや体制整
備の状況を勘案し、発達障害児（者）の実態を把握し、
成長段階に応じた一貫した支援の手法を開発すること
により、発達障害児（者）の福祉の向上を図る。（年３
回）
[委員]埼玉発達障害ネットワーク代表

福祉 35,090
（全体）

国庫
1/2

継続 障害福祉担
当

内線３５６７

8 薬務課 「ダメ。ゼッタイ。」普
及運動埼玉県実行
委員会

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動期間（６／２０～７／１９）中
に実施する薬物乱用防止キャンペーンや国連支援募
金活動などについて協議する。

保健、医療 － － 継続 （実施主体）
県、「ダメ。
ゼッタイ。」普
及運動埼玉
県実行委員
会

薬物対策
新藤、山越

内線３６３３

9 薬務課 埼玉県献血推進協
議会

［事業内容］
献血思想の普及、献血組織の育成を図るための施策、
献血推進計画の協議
［参画ＮＰＯ］埼玉県地域婦人会連合　ライオンズクラブ
国際協会３３０－Ｃ地区　国際ロータリー第２５７０地区

保健、医療 － － 継続 献血・温泉・
薬事情報担
当

内線３６３５

10 生涯学習文化財
課

（家庭教育支援総合
推進事業の一部）埼
玉県地域家庭教育
推進協議会

子どもとのふれあいや交流会等を開催し、父親の家庭
教育への参加の重要性や家庭教育の在り方について
考える機会を提供した。

こども 1,051 国庫
10/10

継続 社会教育担
当

内線６９２６

11 生涯学習文化財
課全国生涯学習
フェスティバル推
進室

（全国生涯学習フェ
スティバル推進事業
の一部）基本計画策
定委員会の開催

平成２１年度開催・第２１回全国生涯学習フェスティバ
ルの方針及び事業等について基本計画案を策定する
ために参画者を公募した。結果、１２のNPOと２名のボ
ランティアが応じた。１９年度中に４回の委員会を開催し
た。基本計画策定に大きな役割を果たした。

文化、学術 5,733
（全体）

県単 新規 総務・調整担
当

内線６９２９

12 生涯学習文化財
課

「親の学習」研究開
発・推進事業

家庭の教育力の向上を図るため、中学生・高校生を対
象とした「親になるための学習」及び親を対象とした「親
が親として育ち、力をつけるための学習」の具体的な方
策について研究開発し、「親の学習」を推進した。

こども 8,013 県単 継続 社会教育担
当

内線６０１３

13 生涯学習文化財
課

（埼玉県社会教育委
員会議等開催費の
一部）埼玉県社会教
育委員会議

［内容］教育委員会の諮問に応じ、「社会教育」に関し必
要な調査研究を行い、社会教育計画を立案している。
（年３回）。
公募により、ＮＰＯ法人メイあさかセンター会員を委員に
委嘱した。

その他 2,133
（全体）

県単 継続 生涯学習推
進担当

内線６９２０

14 生涯学習文化財
課

（埼玉県社会教育委
員会議等開催費の
一部）
埼玉県生涯学習審
議会

生涯学習に資するための施策の総合的な推進に関す
る重要事項を調査審議している。和光まちづくりＮＰＯ
センター理事長、ＮＰＯ子育てネット行田代表理事、ＮＰ
Ｏ法人わらび学びあいカレッジ事務局長を委員に委嘱
した。

その他 2,133
（全体）

県単 継続 生涯学習推
進担当

内線６９２０

2 ページ



①政策立案・事業企画等へのＮＰＯの参画（ＮＰＯからの政策・事業提案、審議会・協議会等への委員参画等）                       

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

15 人権教育課 人権感覚育成プログ
ラム開発事業

小・中学校の児童生徒の人権感覚をはぐくむための授
業で活用できるプログラムの開発に委員として参加し
た。年5回

こども 1,662 県単 新規 総務・調整担
当

内線６８９７

16 全国高校総体推
進室

平成２０年度全国高
等学校総合体育大
会動画配信支援事
業

①「彩夏到来 08 埼玉総体」及び「Kizuna活動」ＰＲの実
施
②高校生への撮影研修並びに撮影現場での支援
③競技等の動画の配信

スポーツ － － 新規 広報・宿泊担
当

内線７３３５

3 ページ



②ＮＰＯ・ボランティアとの情報交換、意見交換等 （一般的な意見交換、情報交換の場の設定、フォーラムやワークショップの開催）         

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

1 中央地域創造セン
ター

意見交換会（中央地
域ＮＰＯセミナー）

管内ＮＰＯ法人や市町ＮＰＯ担当者を対象に、ＮＰＯセミ
ナーを開催した。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 県民交流担
当

048-822-1110

2 中央地域創造セン
ター

ＮＰＯと市町村との協
働アイデア提案会
（南部地域）

地域創造センターとＮＰＯ活動推進課との共催で、ＮＰ
Ｏからの事業提案を受けて、ＮＰＯと行政の関係につい
て意見交換を行った。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 事業数カウン
ト対象外

県民交流担
当

048-822-1110

3 西部地域創造セン
ター

意見交換会（西部地
域ＮＰＯセミナー）

はじめて事業報告書を提出するＮＰＯ法人を中心に事
業報告書等の作成と併せて、管内の法人事情、今年度
新規事業、ＮＰＯ基金についての研修会を実施する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

049-244-1110

4 西部地域創造セン
ター

ＮＰＯと市町村との協
働アイデア提案会
（西部地域）

地域創造センターとＮＰＯ活動推進課との共催で、ＮＰ
Ｏからの事業提案を受けて、ＮＰＯと行政の関係につい
て意見交換を行った。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 事業数カウン
ト対象外

県民交流担
当

049-244-1110

5 西部地域創造セン
ター

ＮＰＯ法人との意見
交換会

西部管内ＮＰＯ法人と行政との情報交換、意見交換を
行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

049-244-1110

6 西部地域創造セン
ター東松山支所

意見交換会（比企地
区ＮＰＯ情報交換会）

管内ＮＰＯ団体との意見交換会を行う。 ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

0493-24-1110

7 西部地域創造セン
ター東松山支所

ＮＰＯと市町村との協
働アイデア提案会
（西部地域）

地域創造センターとＮＰＯ活動推進課との共催で、ＮＰ
Ｏからの事業提案を受けて、ＮＰＯと行政の関係につい
て意見交換を行った。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 事業数カウン
ト対象外

県民交流担
当

0493-24-1110

8 東部地域創造セン
ター

意見交換会（ＮＰＯ基
礎講座）

市民活動を行っている、あるいは、行いたいと考えてい
る地域住民及び市民活動への支援を業務としている行
政職員に対し、ＮＰＯ基礎講座を実施した。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

048-737-1110

9 東部地域創造セン
ター

ＮＰＯと市町村との協
働アイデア提案会
（東部地域）

地域創造センターとＮＰＯ活動推進課との共催で、ＮＰ
Ｏからの事業提案を受けて、ＮＰＯと行政の関係につい
て意見交換を行った。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 事業数カウン
ト対象外

県民交流担
当

048-737-1110

10 東部地域創造セン
ター行田支所

意見交換会（ＮＰＯ法
人設立基礎講習会
～はじめのいっぽ～
の開催）

ＮＰＯ法人設立基礎講習会～はじめのいっぽ～の開催 ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

048-555-1110

11 東部地域創造セン
ター行田支所

ＮＰＯと市町村との協
働アイデア提案会
（東部地域）

地域創造センターとＮＰＯ活動推進課との共催で、ＮＰ
Ｏからの事業提案を受けて、ＮＰＯと行政の関係につい
て意見交換を行った。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 事業数カウン
ト対象外

県民交流担
当

048-555-1110

12 北部地域創造セン
ター

意見交換会（県北地
域ＮＰＯ実務研修会）

県北地域のＮＰＯに対し実務研修、情報交換等を行う。
北部地域創造センター本庄支所、秩父地域創造セン
ターとの共催。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

048-524-1110
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②ＮＰＯ・ボランティアとの情報交換、意見交換等 （一般的な意見交換、情報交換の場の設定、フォーラムやワークショップの開催）         

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

13 北部地域創造セン
ター

ＮＰＯと市町村との協
働アイデア提案会
（北部地域）

地域創造センターとＮＰＯ活動推進課との共催により、
ＮＰＯからの事業提案を受けるとともに、ＮＰＯと行政の
関係について意見交換を行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 事業数カウン
ト対象外

県民交流担
当

048-524-1110

14 北部地域創造セン
ター本庄支所

意見交換会（県北地
域ＮＰＯ実務研修会）

県北地域のＮＰＯに対し実務研修、情報交換等を行う。
北部地域創造センター、秩父地域創造センターとの共
催。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 事業数カウン
ト対象外

県民交流担
当

0495-24-1110

15 北部地域創造セン
ター本庄支所

ＮＰＯと市町村との協
働アイデア提案会
（北部地域）

地域創造センターとＮＰＯ活動推進課との共催により、
ＮＰＯからの事業提案を受けるとともに、ＮＰＯと行政の
関係について意見交換を行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 事業数カウン
ト対象外

県民交流担
当

0495-24-1110

16 秩父地域創造セン
ター

意見交換会（県北地
域ＮＰＯ実務研修会）

県北地域のＮＰＯに対し実務研修、情報交換等を行う。
北部地域創造センター、同センター本庄支所との共
催。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 事業数カウン
ト対象外

県民交流担
当

0494-24-1110

17 秩父地域創造セン
ター

ＮＰＯと市町村との協
働アイデア提案会
（北部地域）

地域創造センターとＮＰＯ活動推進課との共催により、
ＮＰＯからの事業提案を受けるとともに、ＮＰＯと行政の
関係について意見交換を行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 事業数カウン
ト対象外

県民交流担
当

0494-24-1110

18 秩父地域創造セン
ター

ＮＰＯ意見交換会 ＮＰＯ相互、ＮＰＯと行政職員が、ＮＰＯ活動の理解を深
める。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

0494-24-1110

19 ＮＰＯ活動推進課 NPOと県との協働の
ための意見交換会

県とＮＰＯが県政の課題等について意見交換をし、相
互理解を深めるとともに、協働のパートナーシップの構
築を図る。県政の課題等を県関係課から説明し、それ
を題材に意見交換を実施する。
２３テーマについて意見交換　参加者１０５名

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

20 ＮＰＯ活動推進課 （NPO活動普及・促
進事業費の一部）
NPOと行政との意見
交換会

［事業内容］
ＮＰＯと行政との意見交換会の開催
ＮＰＯと行政とが共に社会的課題や地域の課題を解決
していくためには、ＮＰＯと行政の相互理解を図るととも
に、双方が連携・協力していく体制づくりが重要である。
また、ＮＰＯ活動に対する県民の理解を図ることが必要
である。
そこで、全県及び県内各地域ごとにＮＰＯ、県民、行
政、関係機関等のネットワーク化を図り、ＮＰＯ活動を促
進するための意見交換会を開催する。
・県全域（１回）
講演、事例紹介、ワークショップの実施と各地域のＮＰ
Ｏ活動の現状や課題についての意見交換　６９名参加
・各地域創造センター（支所）管内（県内４か所で開催
各地域の実状に応じたテーマをもとに、ＮＰＯ、行政、関
係機関等で意見交換

ＮＰＯ・市民活
動支援

103 県単 継続 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９
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②ＮＰＯ・ボランティアとの情報交換、意見交換等 （一般的な意見交換、情報交換の場の設定、フォーラムやワークショップの開催）         

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

21 ＮＰＯ活動推進課 （ＮＰＯと市町村の協
働促進事業費の一
部）
協働の宝探し事業
（市町村向け協働提
案事業）

［事業内容］
各分野で活動するＮＰＯが市町村と協働事業を具体化
するための協働アイデア提案会及び市町村の事業担
当者との意見交換会を実施する。
地域別に４回実施　３７団体から４４提案　ＮＰＯ８３名、
市町村職員１４４名ほか計２９８名参加

ＮＰＯ・市民活
動支援

851
（全体）

県単 新規 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

22 ＮＰＯ活動推進課 （ＮＰＯと市町村の協
働促進事業費の一
部）
ＮＰＯ支援拠点ネット
ワーク事業

［事業内容］
市町村の市民活動サポートセンターを対象として、ＮＰ
Ｏ支援のあり方や具体的な支援ノウハウを協議するた
めのネットワーク会議を開催する。
３回開催

ＮＰＯ・市民活
動支援

851
（全体）

県単 新規 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

23 ＮＰＯ活動推進課 ＮＰＯ・大学シンポジ
ウム２００８

ＮＰＯ活動を更に促進する上で、大学、ＮＰＯ、県の３者
でシンポジウムを開催し、ＮＰＯと大学又は大学同士の
連携を深める。
パネルディスカッション、分科会での意見交換を実施
１１１名参加

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 ＮＰＯ、大学、
県で構成する
実行委員会
が主催

ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

24 国際課 （（財）埼玉県国際交
流協会運営費補助
事業の一部）
彩の国さいたま国際
交流・協力ネットワー
ク事業

ＮＧＯ２２８団体と７０市町村、県・国際交流協会等が連
携し、情報交換や協働活動を行った。（幹事会・全体会
をそれぞれ３回、計６回開催）

国際 8,346
（全体）

県単 継続 県→（財）埼
玉県国際交
流協会（補
助）

多文化共生・
ＮＧＯ担当

内線２７１５

25 県民防犯推進室 （防犯のまちづくり推
進事業の一部）
防犯のまちづくり推
進会議の開催

県民総ぐるみで防犯のまちづくりを推進するため、重点
取組事項の設定や意見交換等を行うため、防犯のまち
づくり推進会議総会を開催する。

防災、防犯、
交通安全

137 県単 継続 普及啓発担
当

内線２９４２

26 危機管理課 国際危機事案対処
マニュアルに基づく
情報交換

国際危機事案対処マニュアルに基づき、県民が国際危
機事案に巻き込まれた場合などに情報交換を行う。

防災、防犯、
交通安全

－ － 継続 危機管理担
当

内線３１１５

27 水環境課 （ふるさとの川再生
戦略事業費の一部）
彩の国水すましクラ
ブ

〔事業内容〕
水環境課内のホームページを利用し、全県下の河川浄
化団体の概要・活動状況・予定等を県民等にリアルタイ
ムで発信する。

環境保全 － － 継続 ふるさとの川
再生担当
（現：里川再
生担当

内線３０８３

28 水環境課 （ふるさとの川再生
戦略事業費の一部）
河川浄化団体連絡
会

〔事業内容〕
河川浄化団体連絡会の情報交換を開催する。年３回開
催し、「彩の国ふるさとの川再生基本プラン」の啓発・促
進を図る。

環境保全 75 県単 継続 ふるさとの川
再生担当
（現：里川再
生担当

内線３０８３

6 ページ



②ＮＰＯ・ボランティアとの情報交換、意見交換等 （一般的な意見交換、情報交換の場の設定、フォーラムやワークショップの開催）         

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

29 福祉政策課 （豊かな地域福祉づ
くり推進事業費の一
部）
シラコバト長寿社会
福祉基金設置３０周
年記念事業

市民活動の活性化に向けて、現状、課題を明らかにす
るため、市民活動団体相互の意見交換を実施する分
科会を開催した。なお、委託先選定は課内審査委員会
による書面審査を経て県内のＮＰＯ法人に企画・運営を
業務委託した。

福祉 700（委託
料）

（記念事業
の会場費等
は別途計上
している）

県単
（埼玉県

シラコバト
長寿社会
福祉基

金）

新規 地域福祉担
当

内線３２２３

30 障害者福祉課 精神保健福祉施策
に関する意見交換

埼玉県精神障害者家族会連合会、埼玉県精神障害者
団体連合会、埼玉県精神障害者社会復帰施設協議
会、埼玉県精神障害者小規模作業所連絡会、埼玉県
共同作業所連絡会と２月に一度、精神保健福祉施策に
ついての意見交換、研究協議を行っている。

福祉 － － 継続 障害福祉担
当

内線３５６７

31 新産業育成課 （彩の国映像コンテ
ンツ産業振興ネット
ワーク事業費の一
部）
埼玉県映像コンテン
ツ産業振興ネット
ワークの運営

映像コンテンツ産業の振興を目的に、映像に関連する
団体（行政、ＮＰＯ、企業、大学など）を中心とした、相互
に連携と協働などを図る全県的なネットワークを運営。

商工農業、労
働、経済

59 県単 継続 映像関連産
業担当

内線３７３３

32 商業支援課 （商店街等育成指導
事業の一部）地域商
業活性化懇談会の
開催

市町村単位で商業者、消費者、大型店、市町村、商工
団体等が一同に会して、まちづくりの方向性等について
意見交換を行う事業。（※その市町村の実情により、Ｎ
ＰＯやボランティアがメンバーとして参加する場合があ
るが、必須ではない。）

商工農業、労
働、経済

60 県単 継続 総務・中心市
街地担当

内線３７５４

33 河川砂防課 彩の国砂防ボラン
ティア協会役員との
意見交換

[事業内容]
土砂災害防止施策の現状や課題について共通認識を
深めるため、彩の国砂防ボランティア協会役員と情報
交換を行う。
[対象]
彩の国砂防ボランティア協会

防災、防犯、
交通安全

－ － 継続 荒川上流域・
砂防担当

内線５１４１

34 総合治水事務所 新河岸川流域川づく
り懇談会

[事業内容]
河川と関わりのある市民（団体）、行政が互いに情報交
換し、これからの川のあり方を共に考え、川の持つ多様
性を理解し川づくりを目指すための意見交換
[対象]
新河岸川流域内で河川環境等の活動をしている団体
（河川愛護団体及び市民団体）

まちづくり － － 継続 追加 荒川水系担
当

048-737-2001
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②ＮＰＯ・ボランティアとの情報交換、意見交換等 （一般的な意見交換、情報交換の場の設定、フォーラムやワークショップの開催）         

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

35 総合治水事務所 中川・綾瀬川流域川
づくり懇談会

[事業内容]
河川と関わりのある市民（団体）、行政が互いに情報交
換し、これからの川のあり方を共に考え、川の持つ多様
性を理解し川づくりを目指すための意見交換
[対象]
中川・綾瀬川内で河川環境等の活動をしている団体
（河川愛護団体及び市民団体）

まちづくり － － 継続 追加 利根川水系
担当

048-737-2001

36 生涯学習文化財
課

文化財愛護ボラン
ティア事業

県内の指定文化財等のモニター活動、指定史跡におけ
る管理作業の補助活動、震災による建造物の被災状
況の報告等

文化、学術 495 県単 継続 昨年度は報
告していない

埋蔵文化財
担当

内線６９８８
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③ＮＰＯへの事業委託（県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託）                 

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

1 土地水政策課 （「見沼田圃保全・活
用・創造事業推進
費」の一部）
見沼田圃県民ふれ
あい事業（水田の体
験農園）

   市民参加で、田植え、草取り、稲刈り、脱穀までの米
づくりの過程を体験してもらい、収穫の喜びや見沼田圃
の魅力、素晴らしさを体験してもらうとともに、農地や田
園景観の保全を図った。
　 なお、収穫した米は、収穫祭などで参加者等に配布
した。

ＮＰＯ・市民活
動支援

3,381 さいたま
環境創造
基金（見
沼分） 繰

入金

継続 見沼田圃・三
富地域担当

内線２１９２

2 土地水政策課 （「見沼田圃保全・活
用・創造事業推進
費」の一部）
見沼田圃県民ふれ
あい事業（農園づく
り）

　一般県民を対象とした開放型農園として、参加者に共
同でサツマイモの植え付け、草取り、収穫を体験しても
らい、地域の人々との交流を図るとともに、収穫の喜び
や見沼田圃の魅力、素晴らしさを体験してもらった。

ＮＰＯ・市民活
動支援

998 さいたま
環境創造
基金（見
沼分） 繰

入金

継続 見沼田圃・三
富地域担当

内線２１９２

3 土地水政策課 （「見沼田圃保全・活
用・創造事業推進
費」の一部）
見沼田圃県民ふれ
あい事業（みぬま自
然学校）

   見沼田圃ならではの自然にふれあうとともに、ここに
生息する動植物の保全と復元に取組みながら、米づく
りから稲わら利用による手作り作業体験などを通じて自
然学習を行った。

ＮＰＯ・市民活
動支援

1,191 さいたま
環境創造
基金（見
沼分） 繰

入金

継続 見沼田圃・三
富地域担当

内線２１９２

4 土地水政策課 （「見沼田圃保全・活
用・創造事業推進
費」の一部）
見沼田圃県民ふれ
あい事業（米づくりボ
ランティア水田）

   市民参加で、田植え、草取り、稲刈り、脱穀までの米
づくりの過程を体験してもらい、収穫の喜びや見沼田圃
の魅力、素晴らしさを体験してもらうとともに、農地や田
園景観の保全を図った。
 　なお、収穫した米は、主として福祉施設等に寄附し
た。

ＮＰＯ・市民活
動支援

617 さいたま
環境創造
基金（見
沼分） 繰

入金

継続 見沼田圃・三
富地域担当

内線２１９２

5 土地水政策課 （「見沼田圃保全・活
用・創造事業推進
費」の一部）
見沼田圃県民ふれ
あい事業（見沼たん
ぼ福祉農園）

   障害者等が、自然とふれあい、農作業を通して、土と
親しみ作物を育て、収穫する喜びを味わってもらうとと
もに、障害者相互の交流や地域との交流を深めた。

福祉 1,263 さいたま
環境創造
基金（見
沼分） 繰

入金

継続 見沼田圃・三
富地域担当

内線２１９２

6 秩父地域創造セン
ター

ＮＰＯ協働提案推進
事業

「織物で紡ぐ埼玉の元気なまちづくり」の実施
協働・委託先　川越むかし工房

文化、学術 1,498 ＮＰＯ基
金

新規 県民交流担
当

0494-24-1110

7 人事課 （次世代育成支援対
策推進事業の一部）
父親の子育て参加
促進事業

＜事業の概要＞
少子政策課がワークライフバランス（仕事と生活の調
和）推進事業の一環として、県内企業等を対象に父親
の子育てに関する学習と情報交換を目的として実施す
る「お父さん応援講座」を、本県においても男性職員向
けに開催したもの。
＜講師＞NPO新座子育てネットワーク
＜講義内容＞子育てに関する父親の役割や地域の子
育て支援サービス等について。

こども － － 新規 少子政策課と
の共同開催
（予算は少子
政策課で所
管）
事業数カウン
ト対象外

管理担当 048-830-2437
（内線2437）
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③ＮＰＯへの事業委託（県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託）                 

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

8 ＮＰＯ活動推進課 彩の国市民活動サ
ポートセンター運営
事業

[事業内容]
ボランティアをはじめ、ＮＰＯなどの市民活動をサポート
し、地域に根ざした県民参加の社会をつくるため、 ＮＰ
Ｏ団体等が自ら運営し、その活動の拠点とする市民活
動サポートセンターを、県民活動総合センター内の１Ｆ
に設置している。
利用者数１４，３６４名
①機能
ａ　市民活動の場の提供（団体の事務所機能（打合せ
や団体のチラシ、資料等を作成する場の提供）
ｂ　団体の交流・連携等の場の提供
ｃ　市民活動に関する情報の提供
②施設
打合せ・交流スペース、作業コーナー、会議室
③運営
県民活動総合センターの管理運営に指定管理者制度
が導入されることに伴い、本センターの事業実施につ
いても指定管理者である（財）いきいき埼玉に委託し、
一体的な利用を図る。

ＮＰＯ・市民活
動支援

5,845 県単 継続 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

9 ＮＰＯ活動推進課 ＮＰＯ協働提案推進
事業（再掲）

行政とNPOとの協働を推進していくため、NPOと県との
協働事業についての提案を分野を問わず募集し、その
中からふさわしいものを選び、提案したNPOに事業の
実施を委託する。
対象　県内に事務所を有するNPO（法人格問わない）
委託費　　上限１５０万円
委託団体　４団体程度
委託期間　平成１９年７月～平成２０年２月
選定方法　企画提案方式で提案を募集し、審査委員会
が書類審査と公開プレゼンテーションによる審査を実
施し、委託先を決定する。
実施事業
①ＮＰＯの地域連携とファンドによる地域再生
（特）ちちぶまちづくり工房／県土整備部県土づくり企画
課
委託料１，４４９，４００円
②織物で紡ぐ埼玉の元気なまちづくり
川越むかし工房／総合政策部秩父地域創造センター
委託料１，４９８，１８９円
③中高年と地元企業・ＮＰＯのマッチング支援
（特）東上まちづくりフォーラム／産業労働部雇用対策
課
委託料１，５００，０００円

ＮＰＯ・市民活
動支援

4,762
（委託費分
4,498再掲）

一般財源
及びNPO
基金繰入
金　4,498

継続 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９
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③ＮＰＯへの事業委託（県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託）                 

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

10 ＮＰＯ活動推進課 NPO運営力強化・育
成支援事業

・税務・会計相談
相談会の開催、税理士等、会計事務の専門家が個別
相談に応じる。３０回開催。
・マネジメントセミナー
NPOスタッフを中心に、会計の処理、労務管理等運営
に必要な知識のセミナーを開催。９日間開催。

ＮＰＯ・市民活
動支援

2,798 NPO基金
繰入金

継続 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

11 青少年課 （青少年リーダー養
成事業の一部）
NPO等での社会体
験研修の実施

ＮＰＯ等での実地研修（実地研修８回） こども 120 県単 継続 育成事業推
進・県民運動

内線２９１２

12 男女共同参画課 （ドメスティック・バイ
オレンス総合対策事
業の一部）
被害者支援ボラン
ティア育成講座開催
業務委託

［事業内容］
ＤＶ被害者支援活動を希望する県民を対象に、実際の
支援活動に結びつく実践的な内容の講座開催業務を
委託する。
［対象］
県内で活動する民間支援団体
［選定方法］
所定様式による書面審査

人権、男女共
同参画

200 国庫
10/10

継続 ＤＶ対策担当 内線２９２５

13 男女共同参画課 （ドメスティック・バイ
オレンス総合対策事
業の一部）
人身取引被害者一
時保護委託

［事業内容］
一時保護所の利用状況や被害者の状況に応じて民間
シェルターに一時保護を委託する。
［対象］
県内で活動する民間支援団体
［選定方法］
所定様式による書面審査

人権、男女共
同参画

－ 国庫
1/2

継続 ＤＶ対策担当 内線２９２５

14 男女共同参画推
進センター

（男女共同参画推進
センター運営費の一
部）
女性チャレンジ支援
事業

［事業内容］
女性の能力を活用し、事業に取り組んでいる団体等か
ら企画提案を受け、受託団体の事業や活動を通して
チャレンジしたい女性たちのエンパワーメントにつなげ
る。（６企画委託）

人権、男女共
同参画

2,165 県単 継続 事業・相談担
当

048-601-3111

15 温暖化対策課 （環境にやさしいライ
フスタイル推進事業
費の一部）
県民団体・事業者・
行政の協働取組促
進

県民各層による地球温暖化防止の取組を促進するた
め、地球温暖化防止活動推進センターに事業を委託す
る。
［委託内容］
①セミナー開催事業
②協働取組情報収集／提供事業

環境保全 1,796 県単 継続 環境学習・事
業推進担当

内線３０３８

16 資源循環推進課 資源有効活用データ
バンク事業費

リユース、リサイクルのホームページ「彩の国リサイク
ルデータバンク」の運用について、ＮＰＯ法人埼玉エコ・
リサイクル連絡会に業務委託する。

環境保全 － － 継続 総務・企画調
整担当

内線３１０８
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③ＮＰＯへの事業委託（県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託）                 

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

17 資源循環推進課 （廃棄物処理透明化
推進事業費の一部）
埼玉県電子取引シス
テム・処理業者デー
タベースの運用

産業廃棄物処理業者検索サイトの管理・運営を、ＮＰＯ
法人埼玉エコ・リサイクル連絡会に委託する。

環境保全 545 県単 継続 総務・企画調
整担当

内線３１０８

18 福祉政策課 （埼玉県地域福祉支
援計画推進事業費
の一部）
福祉分野のコミュニ
ティ・ビジネス実践者
育成事業

〔委託事業内容〕コミュニティ・ビジネスとしての福祉
サービス提供活動の実践者育成のセミナー等の開催。
〔委託先団体〕ＮＰＯ法人
〔委託先選定〕埼玉県シラコバト長寿社会福祉基金運
営部会におけるプレゼンテーション審査による（企画提
案方式）

福祉 1,500 県単 継続 地域福祉担
当

内線３２２３

19 福祉政策課 （豊かな地域福祉づ
くり推進事業費の一
部）
シラコバト長寿社会
福祉基金設置３０周
年記念事業（再掲）

〔委託事業内容〕市民活動の活性化に向けて、現状、
課題を明らかにするため、市民活動団体相互の意見交
換を実施する分科会を開催した。
〔委託先団体〕ＮＰＯ法人
〔委託先選定〕課内審査委員会による書面審査（企画
提案方式）

福祉 700（委託
料）

（記念事業
の会場費等
は別途計上
している）
（再掲）

県単
（埼玉県

シラコバト
長寿社会
福祉基

金）

新規 地域福祉担
当

内線３２２３

20 介護保険課 主任介護支援専門
員活動支援事業費

主任介護支援専門員が介護支援専門に対し、指導・助
言等を行う相談窓口を設置・運営する。

福祉 1,377 県単 継続 介護予防担
当

内線３２３２

21 障害者福祉課 ピアカウンセリング
事業

［事業内容]
精神保健福祉関係当事者が相互に支え合い自分の問
題を自分で解決する支援を行う。
［委託先］
埼玉県精神障害者団体連合会　埼玉県精神障害者家
族会連合会
［委託方法］
随意契約

福祉 1,312 国庫
1/2

継続 障害福祉担
当

内線３５６７

22 少子政策課 （次世代育成支援対
策推進事業の一部）
地域子育て応援団ブ
ロック集会の実施

［事業内容］
保育士、幼稚園教諭、子育てＮＰＯ、企業などの子育て
応援関係者が一堂に会し、「子育ては大変だけれども、
それにもまして楽しいものである」という気運の醸成を
図るため、取組の発表やブース展示等を行う集会等、
「子育てハッピーキャンペーン事業（集まれ！みんなで
「子育てコバトン応援団」）を実施した。
［委託先］
NPOわこう子育てネットワーク、NPO法人子育てサポー
ター・チャオ、NPO法人彩の子ネットワーク、NPO法人
すぎとSOHOクラブ
［委託先の選定方法・契約方法］
企画提案方式で企画案を募集。課内の業者選定委員
会で審査。随意契約

こども 3,596 国庫 新規 少子政策担
当

内線３３４３
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③ＮＰＯへの事業委託（県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託）                 

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

23 少子政策課 （次世代育成支援対
策推進事業の一部）
父親の子育て参加
促進事業

［事業内容］
父親の子育て参加を促進するため、父親意識の醸成に
向けた講座及び父親参加型プログラム等を実施した。
［委託先］
NPO法人市民活動情報センター・ハンズオン埼玉
NPO法人新座子育てネットワーク
［委託先の選定方法・契約方法］
企画提案方式で企画案を募集。課内の業者選定委員
会で審査。随意契約

こども 1,668 国庫 新規 少子政策担
当

内線３３４３

24 少子政策課 （次世代育成支援対
策推進事業の一部）
子育てハッピーキャ
ンペーン事業

〔事業内容〕
地域社会全体で子育てを支援するため「パパ・ママ応
援ショップ」協賛店舗の拡大や周知、利用者の拡大を
推進した。
〔委託先〕
NPO法人新座子育てネットワーク
〔委託先の選定方法・契約方法〕
企画提案方式で企画案を募集。課内の業者選定委員
会で審査。随意契約

こども 153 県単 新規 少子政策担
当

内線３３４３

25 こども安全課 ＣＡＰ（子どもへの暴
力防止）プログラム
実施

［事業内容］虐待など暴力から身を守り人権意識を高め
るためＣＡＰプログラムの大人向けのワークショップを県
内４か所で実施した。
［委託先］CAPグループ埼玉県連絡協議会
［委託先の選定方法・契約方法］唯一のCAPプログラム
実施機関である。随意契約

こども 189 県単 継続 児童権利擁
護担当

048-834-8755

26 疾病対策課 （エイズ対策総合推
進事業費の一部）
エイズホットラインの
運営

［事業内容］
エイズ等に関する電話相談
［委託先］
エイズホットライン埼玉
［委託先の選定方法・契約方法］
随意契約

保健、医療 1,830 国庫1/2 継続 感染症対策
担当

内線３５６４

27 疾病対策課 （エイズ対策総合推
進事業費の一部）
エイズキャンペーン

［事業内容］
エイズに関する予防啓発活動の展開
［委託先］
エイズ関係ＮＰＯ
［委託先の選定方法・契約方法］
随意契約

保健、医療 900
（全体）

国庫1/2 継続 感染症対策
担当

内線３５６４
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③ＮＰＯへの事業委託（県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託）                 

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

28 疾病対策課 ひきこもり対策事業 [事業内容]
ひきこもりの状態にある者からの相談に応じたり、訪問
による支援を行った。
[委託先]
全国引きこもりＫＨＪ親の会
[委託先の選定方法・契約方法]
業務遂行能力等を勘案し決定。随意契約

保健、医療 3,358 県単 継続 昨年度の回
答の課所名
を障害者福
祉課から疾病
対策課へ修
正

精神保健担
当

内線３５６５

29 疾病対策課 ひきこもり対策推進
事業

[事業内容]
 ひきこもり当事者の社会参加を支援する人材を養成す
るため、「ひきこもり支援員養成講座」を開催した
[委託先]
全国引きこもりＫＨＪ親の会
[委託先の選定方法・契約方法]
業務遂行能力等を勘案し決定。随意契約

保健、医療 1,500 県単 新規 昨年度の回
答の課所名
を障害者福
祉課から疾病
対策課へ修
正

精神保健担
当

内線３５６５

30 創業・ベンチャー
支援センター

（創業・ベンチャー支
援センター事業費の
一部）ウィークエンド・
起業家交流促進事
業

県内で創業を目指す起業家や創業間もない企業を対
象に、創業に向けた講座の開催や起業家等の交流の
場を設ける事業であり、ＮＰＯ法人等に講師や交流会
のコーディネートを委託する。

商工農業、労
働、経済

1,360 県単 継続 創業支援担
当

048-711-2222

31 雇用対策課 （若者自立支援セン
ター埼玉運営費の一
部）就職支援事業

［事業内容］
「若者自立支援センター埼玉」において、ＮＰＯや関係
行政機関と連携を図りながら、ニートと呼ばれる若者の
就業活動を総合的に支援する。
［対象］
(1) 埼玉県内に事務所が所在する法人格のある民間団
  体であること。
(2) ニートの支援に当たり、行政機関と協働した実績が
  あること。
［選定方法］
選定した団体から企画案を募集し、選定委員会で審査
の後、随意契約

商工農業、労
働、経済

8,849 県単 継続 若年者就業
支援担当

内線４５３８

32 雇用対策課 (障害者雇用サポー
トセンター設置費の
一部)就労支援事業

障害者雇用企業見学会の開催、障害者適応作業の提
案、試行雇用・雇用管理の提案など、企業への段階的
な働き掛けによって、雇用の場を創出する。

商工農業、労
働、経済

39,732 県単 新規 障害者就業
支援担当

内線４５３６

33 雇用対策課 ＮＰＯ協働提案推進
事業

「中高年と地元企業・ＮＰＯのマッチング支援」の実施
協働・委託先　（特）東上まちづくりフォーラム

商工農業、労
働、経済

1,500 ＮＰＯ基
金

新規 中高年者活
動支援担当

048-857-1155

34 職業能力開発課 （障害者職業能力開
発推進事業の一部）
委託訓練の実施

障害者の雇用促進に資するため、ＮＰＯ法人等に委託
して障害者の能力、適性及び地域の障害者雇用ニー
ズに対応した職業訓練を実施する。

福祉 25,315
（全体）

国庫
10/10

継続 公共訓練担
当

内線４６０１
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③ＮＰＯへの事業委託（県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託）                 

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

35 流通販売課 （埼玉ブランド農産物
推進事業の一部）
埼玉農産物ブランド
ブログの運営

ブランド推進品目や料理レシピ、イベント等の情報発信
をする埼玉農産物ブログサイト「SAITAMAわっしょ
い！」の運営を委託した。

商工農業、労
働、経済

1,539 県単 継続 ブランド支援
担当

内線４１０７

36 県土づくり企画室 ＮＰＯ協働提案推進
事業

「ＮＰＯの地域連携とファンドによる地域再生」の実施
協働・委託先　（特）ちちぶまちづくり工房

まちづくり 1,499 ＮＰＯ基
金

新規 計画調整担
当

内線５３５５

37 秩父県土整備事
務所

道探検隊 埼玉県道路協会への委託事業。県民に地域の歴史や
文化に関わりのある道を探検しながら地域の道を再発
見し、愛着を持ってもらうことを目的として実施する。

まちづくり 150 - 継続 埼玉県道路
協会秩父支
局

技術管理主
幹G

0494-22-3715

38 生徒指導室 民間連携体験活動
プロジェクト　～サ
マートラストキャンプ
～

[事業内容]
不登校や学校を休みがちな児童生徒を対象に、宿泊体
験活動を実施する。
[委託先]
ＮＰＯ法人春日部教育フォーラム、越谷らるご
[委託先の選定方法・契約方法]
企画提案方式で企画案を募集。書面審査及びプレゼン
テーションによる審査を実施。随意契約。

こども 2,312 県単 継続 登校支援担
当

内線６９０６
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④ＮＰＯ・ボランティアとの事業共催（後援は除く）（ＮＰＯと県とがそれぞれ、又は双方で構成された実行委員会等が主催者となって、イベントの企画や運営、実施に当たる方法）

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

1 ＮＰＯ活動推進課 ＮＰＯ・大学シンポジ
ウム２００８
（再掲）

ＮＰＯ活動をさらに促進する上で、大学、ＮＰＯ、県の３
者でシンポジウムを開催し、ＮＰＯと大学又は大学同士
の連携を深める。
パネルディスカッション、分科会での意見交換を実施
１１１名参加

ＮＰＯ・市民活
動支援

-
(再掲)

－ 新規 ＮＰＯ、大学、
県で構成する
実行委員会
が主催

ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

2 青少年課 （青少年非行防止対
策推進費の一部）
非行や拠り所のない
少年たちに対する支
援団体等の交流会、
研修会

 少年の非行防止のために、非行や拠り所のない少年
たちに立ち直りを支援しているＮＰＯ団体等と県が連携
して、保護者同士や青少年育成関係者との交流会を
行った。

こども 111 県単 新規 非行防止・環
境づくり

内線２９０４

3 男女共同参画推
進センター

（男女共同参画推進
センター運営費の一
部）
ワークショップ開催
事業

［事業内容］
男女共同参画に関するワークショップ「WithYouさいたま
フェスティバル」の開催
３日間　　５０団体参加

人権、男女共
同参画

509 県単 継続 事業・相談担
当

048-601-3111

4 交通安全課 （交通ボランティア協
働事業費の一部）
幼児交通安全指導
者研修会・母親大会
の開催

交通安全思想の普及を図るため、交通安全母の会と県
の共催により実施。会場使用料などを県が負担する。

防災、防犯、
交通安全

107 県単 継続 安全教育・指
導担当

内線２９６０

5 温暖化対策課 （環境にやさしいライ
フスタイル推進事業
費の一部）
地球温暖化防止活
動フェア

［事業内容］
地球温暖化防止活動推進センターほかの県民団体・事
業者が参加する実行委員会による地球温暖化対策と
環境保全に関する講演会、優れた活動紹介と県民のラ
イフスタイル改革に寄与するイベントの開催

環境保全 1,352 県単 継続 環境学習・事
業推進担当

内線３０３８

6 温暖化対策課 （環境学習推進事業
費の一部）
彩の国こどもエコクラ
ブフェスティバル

［事業内容］
「彩の国こどもエコクラブ」を中心に環境学習の成果や
環境問題について情報交換・交流を図るフェスティバル
を開催する。事前準備および当日の展示、発表等でボ
ランティアに参画してもらう。

環境保全 992 県単 継続 環境学習・事
業推進担当

内線３０３８

7 水環境課 （よみがえれ！豊か
な川づくり事業費の
一部）
豊かな川づくり推進
会議

〔事業内容〕
住民、河川浄化団体、学校、企業、行政等を構成員と
し、豊かな川づくり事業の企画、進行管理、調整、評価
等を行う。
３つの対象地域が、全体会議をそれぞれ２回行う。

環境保全 63 県単 新規 ふるさとの川
再生担当
（現：里川再
生担当

内線３０８３
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④ＮＰＯ・ボランティアとの事業共催（後援は除く）（ＮＰＯと県とがそれぞれ、又は双方で構成された実行委員会等が主催者となって、イベントの企画や運営、実施に当たる方法）

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

8 水環境課 （ふるさとの川再生
戦略事業費の一部）
綾瀬川ワースト１とこ
とん脱却大作戦の一
部、綾瀬川水質とこ
とん改善推進会議

〔事業内容〕
綾瀬川流域の関係機関による「綾瀬川水質とことん改
善推進会議」を開催し、計画の立案、推進、評価を行
う。
（全体会議２回、実務者会議４回）

環境保全 － 県単 継続 ふるさとの川
再生担当
（現：里川再
生担当

内線３０８３

9 資源循環推進課 （循環型社会づくり推
進事業費の一部）
リサイクル団体交流
集会

県内で活動している環境・リサイクル団体、行政関係者
及びリサイクル関係事業者を対象に、講演会及び分科
会を実施する。
【１９年度実績】　参加者数　１４２人

環境保全 205 県単 継続 ごみ減量化・
リサイクル促
進担当

内線３１０６

10 みどり自然課 ミドリシジミを見る集
いの開催

県の蝶ミドリシジミの観察会を、埼玉虫談話会との共催
で開催する。彩の国だよりへの掲載、秋が瀬公園利用
申請等を県、開催当日の運営・進行、資料作成、参加
者への指導等を埼玉昆虫談話会が担当する。

環境保全 － － 継続 野生生物担
当

内線３１４３

11 みどり自然課 くぬぎ山地区自然再
生協議会

[内容]
くぬぎ山地区内の自然再生事業の実施に関する協議
[実施団体等]
くぬぎ山地区自然再生協議会に参加している県、関係
市町、団体等
[役割分担]
県、関係市町が運営事務局となるなどして、協議会の
活動を支援。自然再生協議会の運営方法の見直しに
ついて協議した。

環境保全 56 都市緑化
基金繰入
金１／２、
関係市町

１／２

継続 自然再生事
業担当

内線３１４９

12 福祉政策課 （豊かな地域福祉づ
くり推進事業費の一
部）
シラコバト長寿社会
福祉基金設置３０周
年記念事業（再掲）

市民活動の活性化に向けて、現状、課題を明らかにす
るため、市民活動団体相互の意見交換を実施する分
科会を開催した。分科会は午後に開催し、午前には、
基調講演等を行う。主に、午前は県が実施し、午後の
分科会を委託事業としてＮＰＯ法人に委託した。なお、
広報等は県とＮＰＯ法人で協働して実施。

福祉 700（委託
料）

（記念事業
の会場費等
は別途計上
している）
（再掲）

県単
（埼玉県

シラコバト
長寿社会
福祉基

金）

新規 地域福祉担
当

内線３２２３

13 創業・ベンチャー
支援センター

（開業促進ジャンプ
アップ支援事業の一
部）支援セミナーの
実施

創業を目指す人を対象に、心構え・事業計画・営業・資
金・税務等を学ぶためのセミナーを開催する。

商工農業、労
働、経済

720 県単 継続 創業支援担
当

048-711-2222

14 創業・ベンチャー
支援センター

共催セミナーの実施
（予定）

創業を目指す人を対象とし、創業に必要な知識等を学
ぶためのセミナーの開催に協力する。

商工農業、労
働、経済

－ － 新規 創業支援担
当

048-711-2222

15 雇用対策課 （団塊世代活動支援
センター設置費の一
部）
セミナーの開催

団塊世代が地域デビューを果たす上で必要な内容や
興味が持てる内容などについて基本的事項を講義する
「入門セミナー」や、新たなビジネスの作り方、ＮＰＯ団
体の立ち上げ方など新たな働き方について講義し、実
践につなげていくための「専門セミナー」などを、計56回
開催した。

商工農業、労
働、経済

1,908 県単 新規 中高年者活
動支援担当

048-857-1155
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④ＮＰＯ・ボランティアとの事業共催（後援は除く）（ＮＰＯと県とがそれぞれ、又は双方で構成された実行委員会等が主催者となって、イベントの企画や運営、実施に当たる方法）

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

16 木材利用推進室 （木のある生活空間
づくり事業の一部）
埼玉の木の家設計コ
ンペ開催

県内の若手設計者や学生を対象に埼玉の木を使用し
た低コストでデザイン性の高い住宅をテーマとして設計
作品を募集し、選定された優秀作品を事例集やパネル
展示により広く紹介する。

商工農業、労
働、経済

450 県単 継続 木材建築担
当

内線４３２０

17 県土づくり企画室 秩父路魅力アッププ
ロジェクトチームの活
動

[事業内容]
国道１４０号を軸に秩父地域の魅力アップを図るため、
多様な主体の参画によるプロジェクトチームを編成し、
景観づくり、環境づくり、観光振興を進める。全体会議
（年１回）、ＮＰＯ主体のコア会議（年１１回）
[参画ＮＰＯ]
ＮＰＯ法人ちちぶまちづくり工房　代表理事　市川均
ＮＰＯ法人秩父の環境を考える会　理事　萩原良朗
ＮＰＯ法人森　理事　吉田進

まちづくり 4,000 （社）関東
建設弘済
会公益助

成金
3000、

関東地方
整備局調
査委託

（シーニッ
クバイ

ウェイ関
連）1000

継続 ＮＰＯ、行政
（国・県・市
町）、関係団
体、学識経験
者などで構成

計画調整担
当

内線５３６３

18 住宅課 （住宅居住支援推進
事業費の一部）マン
ション居住支援

埼玉県マンション居住支援ネットワーク（行政、ＮＰＯ法
人、専門家団体等で構成）が行うマンション管理に関す
るセミナー、相談会等の事業費に対して補助する。

まちづくり 1,000 国45/100
県55/100

継続 民間住宅・マ
ンション担当

048-830-5562

19 自然の博物館 （普及事業の一部）
野外観察会の開催

動物・植物・地質分野の野外観察会を共催する。
・対象は、一般参加者及び友の会会員　定員50名/年３
回
 ・企画実施は博物館友の会とで協力

文化、学術 － － 継続 総務担当 0494-66-0404

20 歴史と民俗の博物
館

博物館友の会との共
催

ミュージアムグッズフェア（年１回）や講演会（年５回）を
開催。

文化、学術 － － 継続 企画担当 048-645-8171

21 歴史と民俗の博物
館

武州里神楽保存会と
の共催

第2回公演「雅の会・蒼天の会」を開催。 文化、学術 － － 継続 企画担当 048-645-8171

22 歴史と民俗の博物
館

（社）日本建築学会
関東支部埼玉支所と
の共催

当館を会場とした「埼玉・住まいまちづくり交流展2007」
において、シンポジューム・セミナー、参加団体に関す
る展示を開催。

文化、学術 － － 継続 企画担当 048-645-8171
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⑤ＮＰＯ・ボランティアの事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）   　　　　　　　　 

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

1 土地水政策課 水のふるさと応援団
事業

県内の水道関係者とＮＰＯ団体が、神川町にある下久
保ダム（神流湖）を訪れ、水の大切さを再認識し、水源
地域へ感謝の気持ちを表すため、地元住民の方々や
神流湖の利用者等と協働して清掃活動に取り組み、上
下流域住民の交流を図る。
日程・場所　平成１９年５月２０日（日）、下久保ダム周
辺（児玉郡神川町大字矢納地区）

環境保全 134 埼玉県水
源地域対
策基金繰

入金

継続 水源地域対
策担当

内線２１８９

2 県民・消費生活課 コバトンＰＲキャン
ペーン

［事業内容］
埼玉県マスコット「コバトン」のＰＲ
［参画予定］
コバトンＰＲボランティア（国体時の広報キャンペーンボ
ランティアのうち、希望者）
［役割分担］
イベント等で、コバトンの着ぐるみに入ってもらい、コバ
トンをＰＲ
[実施回数]
　１４回

まちづくり － － 継続 （実施主体）
彩の国さいた
ま魅力づくり
推進協議会

プレゼンテー
ション担当

内線３１９２

3 文化振興課 （埼玉県文化振興基
金事業費の一部）
アーティストボラン
ティアコンサート

ボランティアとして演奏活動を希望する音楽家に、
「アーティストボランティアバンク」に登録いただき、登録
音楽家の協力を得て、コンサートを開催し、良質な芸術
とふれあう機会の拡充を図る。
アーティストボランティアコンサート
長期にわたり入所・入院するなど、日頃コンサート会場
に出かけることが困難な方に、身近なところで音楽を鑑
賞していただくため、福祉施設・病院等においてコン
サートを開催するもの。
文化振興課において、演奏活動の受け入れを希望する
福祉施設・病院等を募集し、登録音楽家との橋渡しを
行う。
出演が決まった登録音楽家には、県負担でボランティ
ア活動保険に加入していただく。交通費、楽器運搬費
などの実費弁償分は、原則として施設側で負担する
が、出演報酬は無報酬とする。１9年度は延べ１44回開
催。

文化、学術 574 埼玉県文
化振興基
金繰入金

継続 文化事業・ユ
ニバーサルデ
ザイン担当

内線２８８２

4 国際課 ＮＧＯ・市町村中古
資機材リサイクル国
際協力事業

市町村等が保有する救急車等の特殊車輌、学校の机・
イスなどの中古資機材を、ＮＧＯを通じて、開発途上国
に提供した。
平成１９年度は、ペルーに救急車を提供するための手
続きを勧め、救急車をＮＧＯに供与した。

国際 456 県単 継続 県→（財）埼
玉県国際交
流協会（委
託）

多文化共生・
ＮＧＯ担当

内線２７１５

5 国際課 外国人児童生徒日
本語学習支援事業

日本語が不自由な外国人児童生徒を支援するため、
学校からの要請に基づき、ＮＧＯの協力を得て、日本語
指導ボランティアを小中学校に派遣した。

国際 1,257 県単 継続 県→（財）埼
玉県国際交
流協会（委
託）

多文化共生・
ＮＧＯ担当

内線２７１５
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ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

6 国際課 日本語指導ＮＧＯ養
成事業

在住外国人の日本語学習を支援するＮＧＯやボラン
ティアを養成するための講座を２回開催した（参加者１
８５人）。開催地域のＮＧＯと市町村の参画を得て、それ
ぞれに実行委員会を設置し、講座の企画・運営を行っ
た。

国際 1,297 県単 継続 県→（財）埼
玉県国際交
流協会（委
託）

多文化共生・
ＮＧＯ担当

内線２７１５

7 国際課 高校進学ガイダンス
事業

日本語を母語としない外国人の高校進学を支援するた
め、多言語による進学説明パンフレットを作成するとと
もに、進学説明・相談会を４会場（深谷市、さいたま市、
川越市、越谷市）で開催した。

国際 2,022 県単 継続 県→（財）埼
玉県国際交
流協会（委
託）

多文化共生・
ＮＧＯ担当

内線２７１５

8 国際課 （（財）埼玉県国際交
流協会運営費補助
事業の一部）高校生
ＮＧＯチャレンジ事業

　高校生を対象に、夏休みや休日を活用してＮＧＯ活動
を実際に体験する機会を提供した。（参加ＮＧＯ数９団
体、参加高校生２８人）

国際 8,346
（全体）

県単 継続 県→（財）埼
玉県国際交
流協会（補
助）

多文化共生・
ＮＧＯ担当

内線２７１５

9 男女共同参画課 （男女共同参画推進
事業費の一部）
女性活動モデル事
例集の作成

女性のチャレンジを支援するため、身近なチャレンジモ
デルを提示し、女性が自分に合ったチャレンジを具体的
にイメージし選択できるような事例集を、NPO法人等の
スタッフの取材執筆をもとに制作する。

人権、男女共
同参画

656 国庫
10/10

継続 総務・推進担
当

内線２９２７

10 男女共同参画推
進センター

（男女共同参画推進
センター運営費の一
部）
サポートスタッフ運営
事業

［事業内容］
県民のボランティア活動及び社会参加へのステップアッ
プを支援するため、サポートスタッフを設置する。（ライ
ブラリー情報紙、運営活動への参加等）

人権、男女共
同参画

77 県単 継続 事業・相談担
当

048-601-3111

11 交通安全課 交通安全ボランティ
ア協働事業費

①交通安全ボランティア（交通安全まなび隊）の募集、
登録、派遣を行う。②ボランティア等が高齢者宅を訪問
するなどして交通安全思想の普及を図る。

防災、防犯、
交通安全

2,661 県単 継続 安全教育・指
導担当

内線２９６０

12 消防防災課 災害ボランティア登
録制度

平成８年度から災害ボランティア活動を行う意欲のある
個人又は団体の登録を受け付けている。
【20年3月31日現在登録数】個人：174人、団体：29団体

まちづくり 582 県単 継続 災害ボラン
ティア保険料

地震対策担
当

内線３１８１

13 温暖化対策課 （環境にやさしいライ
フスタイル推進事業
費の一部）
地球温暖化防止活
動推進員の活動促
進

[事業内容]
温暖化対策法に基づき県が委嘱した地球温暖化防止
活動推進員の研修を地球温暖化防止活動推進セン
ターが国の委託を受けて実施する。

環境保全 139 県単 継続 環境学習・事
業推進担当

内線３０３８

14 青空再生課 （化学物質総合対策
推進事業費」の一
部）
化学物質総合セミ
ナー

[事業内容]化学物質に関する講演会・事例発表・ロ
ビー展示
[対象]環境団体
[役割分担]環境団体は、事例発表、ロビー展示を行う。

環境保全 1,089 県単 継続 有害化学物
質担当

内線２９８４
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ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

15 水環境課 (よみがえれ！豊か
な川づくり事業費の
一部)
川の診断記録

〔事業内容〕
河川浄化団体が年間を通じて河川の状況を調査し、川
の診断記録を作成する。さらに一定地域の家庭に生活
排水対策用品を集中的に使用してもらい、その効果測
定を行う。
〔対象〕
河川浄化団体
〔役割分担〕
団体は川の監視及び記録作成を行う。県は分析を担当
する。

環境保全 1,047 県単 新規 ふるさとの川
再生担当
（現：里川再
生担当

内線３０８３

16 水環境課 （ふるさとの川再生
戦略事業費の一部）
ふるさとの川再生地
域会議

〔事業内容〕
県内各地５ヶ所で開催する。市町村職員、住民、団体、
事業者の相互交流を図り、「ふるさとの川再生」の方法
についてグループごとに議論を行う。
〔対象〕
河川浄化団体
〔役割分担〕
県は会議の企画・設定・調整を行い、団体は地域の川
の説明や活動発表を行う。

環境保全 391 県単 継続 ふるさとの川
再生担当
（現：里川再
生担当

内線３０８３

17 水環境課 （ふるさとの川再生
戦略事業費の一部）
水辺の生き物ふれあ
い週間

〔事業内容〕
週間内に、生き物調査や環境講座を開催し、県民の間
に広く川の恵みや生き物の大切さについての理解を深
め、積極的に河川浄化に関する活動に取り組むよう、
啓発を図る。
〔対象〕
河川浄化団体
〔役割分担〕
県は週間の開始行事を開催し、また週間の周知を担当
する。団体は、週間内に、河川浄化に関する活動にそ
れぞれに取り組む。

環境保全 1,011 県単 新規 ふるさとの川
再生担当
（現：里川再
生担当

内線３０８３

18 みどり自然課 野生動物レスキュー
事業費

野生鳥獣の保護繁殖を図り、また、野生鳥獣に対する
県民の理解と愛情を深めるため、傷病野生鳥獣保護診
療機関等から推薦された者を、知事が保護ボランティア
として委嘱（７９名、９学校）し、傷病野生鳥獣を放鳥獣
できるようになるまでの保護を依頼する。

環境保全 135 県単 継続 平成１９年度
野生生物保
護事業費

野生生物担
当

内線３１４３

19 みどり自然課 シカによる植生被害
調査

ＮＰＯ・ボランティアなどの支援を得てシカによる植生被
害の程度及び範囲を調査する。ＮＰＯ・ボランティアに
植生調査の説明会を実施し、ＮＰＯ・ボランティアが山
地での調査を実施する。

環境保全 － － 新規 野生生物担
当

内線３１４３
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ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

20 みどり自然課  さいたま緑の森博物
館雑木林、湿地管理

[事業内容]
さいたま緑の森博物館内の雑木林下草刈り、間伐等樹
林地管理、イベント等への協力。
[協力の相手]
ＮＰＯ法人　埼玉森林サポータークラブ
[役割分担]
県が活動の場を提供し、同団体が上記の活動を実施す
る。
[経費分担]
同団体全額負担

環境保全 － － 継続 自然ふれあ
い担当

内線３１５６

21 みどり自然課  自然ふれあい施設
等管理等

[事業内容]
自然学習センター事業の補助、北本自然観察公園園
地管理の補助。
[実施団体]
自然学習センターにボランティア登録している者
[役割分担]
指定管理者の事業として実施

環境保全 64,775
（全体）

県単 継続 指定管理者と
ボランティア
の協働

自然ふれあ
い担当

内線３１５６

22 みどり自然課 （緑のトラスト運動推
進費の一部）
・緑のトラスト基金募
金活動
・緑のトラスト保全地
保全・管理
・（財）さいたま緑のト
ラスト協会に対する
補助

県民が主体となって、埼玉の優れた自然や貴重な歴史
的環境を、買取り等の方法により保全しようとする「緑
のトラスト運動」を、（財）さいたま緑のトラスト協会ととも
に進める。
①さいたま緑のトラスト基金募金活動（委託）
②緑のトラスト保全地保全管理事業（委託）
③（財）さいたま緑のトラスト協会運営費補助（人件費・
普及啓発事業費等の補助）
※協会会員の中のボランティアスタッフが、様々な活動
に企画段階から参加する。

環境保全 26,564 トラスト基
金繰入金

継続 緑地保全担
当

内線３１５０

23 社会福祉課 （ホームレス自立支
援事業費の一部）
ホームレス総合相談
会

ホームレスに対し、健康診断を実施するとともに、専門
相談を行う「ホームレス総合相談会」を、ＮＰＯやボラン
ティア、行政が共同で年間２回開催する。

福祉 520 国庫
1/2

継続 ホームレス対
策担当

内線３２７１

24 障害者社会参加
推進室

身体・知的障害者相
談事業費

身体障害者相談員及び知的障害者相談員等を設置
し、身体障害者及び知的障害者の生活、職業及び結婚
等の相談に応じることで社会的自立の促進を図る。身
体障害者相談員・市福祉事務所長又は町村長の推薦
により知事が委嘱　身体障害者相談員　２１３人　知的
障害者相談員　１３９人
・手当　年額２４，５００円、ボランティア保険の加入

福祉 11,726 国庫
1/2

継続 就労移行担
当

内線３５６９
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ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

25 精神保健福祉セン
ター

精神保健福祉セン
ターボランティア

①精神障害者の社会復帰訓練施設（けやき荘）入所者
の社会復帰プログラムに、ボランティアとして上尾市の
精神保健福祉団体「ハーモニー」が月２回（第２・第４火
曜）、調理やスポーツの指導等に当たった。１回につき
５～６人程度が指導に当たり、毎月定期的に実施され
た。
②　伊奈町の美容室、理容室関係者が、社会復帰訓練
施設（けやき荘）入所者の整髪希望者に対し調髪を
行った（精神医療センターと共同実施）。年間でボラン
ティアがのべ５８人、けやき荘はのべ３０人の入所者が
利用した。

福祉 － － 継続 社会参加支
援担当

048-723-1111

26 医療整備課 こどもの健康、みん
なで支え愛事業

子育て関係のＮＰＯ等と連携して、「急病対応のガイド
ブック」等を用いた研修会を実施し、子どもの急病時に
役立つ知識の普及啓発を行う。
平成１９年度研修会実績 ＮＰＯ １２団体 ２０回 ５０７人

保健、医療 1,617 県単 継続 医療整備担
当

内線３５３８

27 生活衛生課 （人と動物のふれあ
い事業の一部）
動物愛護推進員活
動

地域住民に対し動物の愛護や適正飼養に関する助言
を行う動物愛護推進員を、動物愛護に熱意と識見を有
する民間人に委嘱する。委嘱については、県関係機
関、動物愛護団体、獣医師関係団体等から推薦のあっ
たものについて審査の上、決定する。
①動物愛護推進員数　３６名

保健、医療 407 県単 継続 動物指導担
当

内線３６１７

28 生活衛生課 （人と動物のふれあ
い事業の一部）
アニマルセラピー活
動

社会福祉施設等に対しアニマルセラピー活動を実施す
るとともに、ボランティアの育成を図り、民間のセラピー
を推進する。
①アニマルセラピーボランティア数　63名

保健、医療 854 県単 継続 動物指導担
当

内線３６１７

29 薬務課 （計画献血者確保対
策事業費の一部）
①若年層献血者確
保対策事業費②若
年層献血思想普及
事業③愛の血液助
け合い運動

①献血キャンペ－ンの実施　血液が不足しがちな冬季
にキャンペーンを展開し、若年層を中心に、広く県民各
層に献血思想の普及を図る。・クリスマス献血キャンペ
－ン（１２月１日～１２月２５日）・はたちの献血キャンペ
－ン（１月１日～２月２９日）②若年層献血思想の普及
次代を担う若年層に対し、献血の正しい知識の普及を
図る。
③愛の血液助け合いの集い：７月２４日（火）さいたま会
館　献血協力者等の表彰・体験発表など

保健、医療 10,730 県単 継続 （実施主体）
県・日本赤十
字社埼玉県
支部・血液セ
ンター・市町
村

献血・温泉・
薬事情報担
当

内線３６３５

30 薬務課 みんなの学舎＝”さ
きたま万葉植物の
園”活用事業

さきたま古墳公園内薬用植物園を活用して観察会や学
習会を開催する。

保健、医療 － － 新規 （実施主体）
県・まなびや
ボランティア

薬物対策
鈴木、山越

内線３６３３

31 雇用対策課 団塊世代活動支援
センター設置費

団塊世代を中心とした中高年世代の就職に関する相談
にＮＰＯ法人が週２日（火曜日、金曜日）無報酬で応じ
ている。

商工農業、労
働、経済

－ 県単 新規 中高年者活
動支援担当

048-857-1155
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⑤ＮＰＯ・ボランティアの事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）   　　　　　　　　 

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

32 森づくり課 森林管理道景観美
化活動

[事業内容]
森林管理道周辺の森林に投棄されたゴミの回収や、管
理されなくなった竹林の除去を行い、森林の景観をよく
する。
[対象]
地域機関が主体となり、市町村、関係団体、県民ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱの参加を呼びかける。
［19年度実績］
実施回数　１２回　ボランティア等（地域住民）参加者数
１１６人

環境保全 － － 継続 森林管理道
担当

内線４３１４

33 道路環境課 埼玉県道路協会の
道路パートナーによ
る道路徒歩安全点
検

埼玉県道路協会の道路パートナー（県及び市町村職員
ＯＢ）が歩道を歩きながら道路施設、附属物などを安全
点検し、その点検結果を道路管理者に報告してもらう
制度。

街路・公園管
理

－ － 継続 総務担当 内線５０９６

34 道路環境課 埼玉県ロードレポー
ター

県と協定を結んだ企業・団体の方々に県管理道路の損
傷箇所をボランティアで近くの県土整備事務所に通報
してもらう制度。

街路・公園管
理

－ － 継続 総務担当 内線５０９６

35 河川砂防課  （河川改修調査費の
一部）
河川愛護交流会等
／参加団体による活
動事例報告パネル
展示等

［事業内容］
河川愛護団体相互、河川愛護団体または一般県民と
行政間の情報・意見交換
［対象］
県内で河川環境等にかかわりを持ちながら活動してい
る団体（河川愛護団体）

環境保全 2,228
（全体）

県単 継続 （主体）埼玉
県

計画調査担
当

内線５１６２

36 公園課 公園内の花壇の維
持管理等

大宮公園以外の県営公園の管理は、平成１８年度から
指定管理者が行っており、公園管理に係るボランティア
活動も各公園の指定管理者が中心となって運営してい
る。公園ボランティアの活動は、公園毎により、活動内
容や活動頻度、活動参加者数が大きく異なるが、指定
管理者側と参加者側で、活動方針について話し合い運
営している。

街路・公園管
理

－ － 継続 公園管理担
当

内線５３９２

37 公園課 「九一式航空機機体
資料」活用事業

所沢航空発祥記念館で展示している九一式航空機機
体資料に残存していない主翼・尾翼・エンジン等の原寸
パーツレプリカの製作等を行う。

文化、学術 213 県単 新規 平成２０年１
月２１日開始

公園管理担
当

内線５３９２

38 大宮公園事務所 公園内の花壇の維
持管理

大宮第二公園の花壇の管理をガーデンスタッフ・ボラン
ティアが行い、（年２回植え替え、週３回清掃等の作
業）、機材等を県が提供する。

街路・公園管
理

200 県単 継続 管理担当 048-641-6391

39 公園課 （公園等建設費の一
部）
まつぶし緑の丘公園
水辺づくりプロジェク
ト

まつぶし緑の丘公園のトンボ池（自然観察園）周辺の管
理等の作業をボランティアとの協働により実施し、現地
作業を４回、話し合いを2回実施した。

街路・公園管
理

4,305 県単 継続 公園計画・事
業担当

内線５３９９
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⑤ＮＰＯ・ボランティアの事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）   　　　　　　　　 

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

40 公園課 （公園等建設費の一
部）
県民と協働の公園づ
くり（未整備区域で県
民と協働でお花畑整
備）

県営公園の未整備区域において、県民との協働でお花
畑づくりなどのパートナーシップ型整備を５公園で実施
した。

街路・公園管
理

5,927 県単 継続 公園計画・事
業担当

内線５３９９

41 建築指導課 応急危険度判定体
制の整備

[事業内容]
応急危険度判定士養成等の応急危険度判定体制の整
備
[対象]
県内在住又は在勤の建築士
[役割分担]
ボランティアとして、応急危険度判定活動に参加する。

まちづくり 3,262 県単 継続 震災対策・福
祉のまちづく
り担当

内線５５２７

42 生徒指導室 （いじめ・不登校対策
相談事業の一部）
スチューデントサ
ポーター配置事業

[事業内容]
市町村立中学校の相談室等に登校する不登校傾向の
児童生徒に対応するため、心理学等を履修する学生を
ボランティアとして派遣する。
・中学校の相談室、教育支援センターに120名派遣
・傷害保険料を県が負担。

こども 219 県単 継続 登校支援担
当

内線６９０６

43 生徒指導室 （自分発見！高校生
感動体験プログラム
事業の一部）
フレッシュ高校生社
会体験活動プログラ
ム

[事業内容]
プログラム実施校（５校）の１年生全員が５日間の就労
体験を実施する。
・企業、福祉施設などでの社会体験を実施

こども 2,467 県単 継続 非行・中退防
止担当

内線６７４４

44 生涯学習文化財
課

（家庭教育支援総合
推進事業の一部）お
父さん全員集合！

子どもとのふれあいや交流会等を開催し、父親の家庭
教育への参加の重要性や家庭教育の在り方について
考える機会を提供した。

こども 563 国庫
10/10

継続 国から協議会
への委託事
業、埼玉県家
庭教育振興
協議会との共
催

社会教育担
当

内線６９２６

45 生涯学習文化財
課

（さいたま芸術文化
祭開催費の一部）芸
術文化ふれあい体
験事業の実施

学校や公民館など身近な施設で、県内芸術文化団体
による「体験型」の公演や実技指導等を実施し、芸術文
化活動の楽しさを実感してもらう。ふれあい体験バンク
（指導者）に登録されているのは、県内芸術文化団体の
方々である。
５件利用（４校、１館）ボランティア：１４人

文化、学術 469 県単 継続 芸術文化推
進担当

内線６９２５

46 生涯学習文化財
課

（さいたま芸術文化
祭開催費の一部）第
５７回埼玉県美術展
覧会の開催

埼玉県美術展覧会の運営について、芸術に興味のあ
る県内高校生に協力していただいている。作業内容と
しては、搬出入時における作品の運搬、会期中の作品
の監視、観覧者に対する案内などを行っていただいて
いる。
５／１１～６／２４　７校２９人　延べ７６人

文化、学術 2,675 県単 継続 芸術文化推
進担当

内線６９２５
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⑤ＮＰＯ・ボランティアの事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）   　　　　　　　　 

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

47 スポーツ研修セン
ター

（スポーツ指導者養
成活用システム整備
事業の一部）
スポーツリーダーバ
ンク事業

ＮＰＯ法人格を取得した総合型地域スポーツクラブや取
得を目指すクラブ、各市町村に対し、クラブ運営や活動
について指導及び助言を行う専門的知識を有する指導
者を派遣し、クラブの創設・育成・運営を支援していく。

スポーツ 341
（全体）

県単 継続 生涯スポー
ツ・相談担当

048-774-5551

48 久喜図書館 （子どもの読書活動
推進支援事業の一
部）
子どもの読書活動の
支援（おはなしボラン
ティア指導者派遣）

小学校等で、絵本の読み聞かせやおはなしなどの活動
を行っているボランティア団体・グループに対し、絵本
の読み聞かせとストーリーテリングのアドバイスを行う
ため、平成１７・１８年度に「おはなしボランティア指導者
養成講座」を修了した27名を派遣した。

こども 29 県単 継続 総務担当 0480-21-2659

49 近代美術館 （２１世紀わくわく美
術館事業の一部）
美術館サポーターの
活動

美術館サポーターが来館者の鑑賞を支援するため、常
設展の作品解説を行う。資質向上のための研修会も開
催する。
・美術館サポーター　２９人
・ボランティア保険は県が負担

文化、学術 131 県単 継続 学校教育・普
及担当

048-824-0110

50 近代美術館 （常設展事業の一
部）
彫刻ボランティア

美術館所蔵の野外彫刻のメンテナンスを協働して行う
ボランティアを育成する。
・彫刻ボランティア　１１人
・ボランティア保険は県が負担

文化、学術 42 － 継続 常設展・収蔵
品担当

048-824-0110

51 近代美術館 （その他）
教育・普及サポート
スタッフ

教員及び学生のボランティアにより、館の教育普及事
業の支援を行う。役割はプログラムごとに設定する。
・教育普及サポートスタッフ　１１１人
・ボランティア保険は自己負担

文化、学術 － － 継続 学校教育・普
及担当

048-824-0110

52 自然の博物館 （資料整理事業の一
部 ）植物標本整理・
地質（岩石プレパ
ラート）標本作成

ボランテｲアによる資料整理作業。専門分野の資料に
ついて、高度な知識や技術により標本の同定をおこな
う。
・登録
・標本作成作業等をおこなう。
・地質分野　４名　　植物分野　２名

文化、学術 － － 継続 総務担当 0494-66-0404

53 文書館 （古文書収集・整理・
保存事業の一部）
文書資料保存活動
ボランティアの育成・
活用

収蔵古文書の保存状況を点検し、軽微な損傷のあるも
のに簡単な補修を施した。昨年度から継続して参加す
るボランティア７名と本年度より新たに参加するボラン
ティア４名の計１１名が職員と共に従事し、合計３６回の
活動を行った。なお、ボランティア保険は県が負担。

文化、学術 88 県単 継続 古文書担当 048-865-0112

54 熊谷図書館 おはなし会開催 ４才以上を対象とした「おはなし会」を、語り手としてボラ
ンティア団体を活用して実施した。（３３回開催　参加者
数　２７０人）

こども 22 県単 継続 図書館振興・
児童担当

048-523-6291
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⑤ＮＰＯ・ボランティアの事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）   　　　　　　　　 

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

55 生涯学習文化財
課

小学生対象プログラ
ム「お話の部屋」

小学生を対象とした読み語りの事業に、語り手としてボ
ランティア団体を活用して実施した。

こども － － 継続 さいたま文学
館の指定管
理者（財）け
やき文化財団
が実施

芸術文化推
進担当

内線６９２５

56 生涯学習文化財
課

（さいたま文学館運
営費の一部）文学活
動費・普及事業費・
文学館サポーター

・文学館サポーター（ボランティア）による展示解説を
行った。
・文学館サポーター２３人
・ボランティア保険は県が負担

文化、学術 28 県単 継続 さいたま文学
館の指定管
理者（財）け
やき文化財団
が実施

芸術文化推
進担当

内線６９２５

57 歴史と民俗の博物
館

（展示事業費の一
部）
展示解説ボランティ
ア制度の運営

・常設展示室で展示解説を行うボランティアの募集、育
成、活動支援
・展示解説ボランティア　４５人(一部体験学習ボランティ
ア登録者を含む)
・ボランティア保険は県が負担

文化、学術 29 県単 継続 常設展示担
当

048-645-8171

58 歴史と民俗の博物
館

（ゆめ・体験ひろば事
業費の一部）
体験学習ボランティ
ア制度の運営

・体験学習ゾーン「ゆめ・体験ひろば」で活動する体験
学習ボランティアの募集、育成、活動支援
・体験学習ボランティア　６６人(一部展示解説ボランティ
ア登録者を含む)
・ボランティア保険は県が負担

文化、学術 29
（展示解説
ボランティア
制度の運営
事業費に含

む）

県単 継続 学習支援担
当

048-645-8171

59 生活安全企画課 (長寿社会対策推進
経費の一部）
長寿社会対策ﾊﾟｲﾛｯ
ﾄ地区推進委員制度

高齢者を事件・事故の被害から守るための保護活動及
び高齢者による防犯活動、交通安全活動などの社会参
加を促進するための対策を目的に行っており、平成19
年度は２地区（春日部市、戸田市）を「長寿社会パイ
ロット地区」に指定し、各地区２人ずつ計４人を「長寿社
会パイロット地区推進委員」に委嘱して実施した。（報奨
月額4,000円）

防災、防犯、
交通安全

287 国庫１/2 継続 地域安全対
策
担当

内線７２５１

60 生活安全企画課 （地域安全活動推進
経費の一部）
地域安全安心ステー
ションモデル事業

地域における自主防犯活動の基盤の整備と住民等に
よる自主防犯活動の活性化を図ることを目的として実
施しているもので、平成19年度は計17地区（団体）を指
定して、パトロール用品の無償貸付、防犯ボランティア
協議会の開催経費の補助等の支援を実施した。

防災、防犯、
交通安全

1,000 国庫１/2 継続 地域安全対
策
担当

内線７２５１

61 少年課 （少年非行防止対策
経費の一部）
少年指導委員活動
の推進

少年を補導し、少年の健全育成に障害を及ぼす行為を
防止するほか、風俗関係業者等に対する協力要請、有
害環境浄化活動などを推進した。少年の育成活動に熱
意と活動力等を有している者６１１人を公安委員会が委
嘱した。（報奨　月額4,000円）

こども 29,328 国庫
1/2

継続 企画担当 内線７２５２
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⑥ＮＰＯへの補助（ＮＰＯと県との共通の目的を達成するための公金配分）                      

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

1 ＮＰＯ活動推進課 埼玉県NPO活動促
進助成事業

・みんなでサポート事業
助成対象　団体希望寄附金制度による寄附希望があっ
た団体
助成額　１団体あたり上限１，０００万円（年度あたり）
助成件数　２６件
・チャレンジサポート事業
助成対象　法人設立登記完了後３年以内のNPO法人
助成額　上限１００万円（助成対象経費の２／３を限度）
助成件数　６件（応募１７件）
選定方法　埼玉県NPO活動促進助成運営委員会の書
類審査と公開プレゼンテーションによる審査を経て、交
付団体を決定

ＮＰＯ・市民活
動支援

12,369 一般財源
及びNPO
基金繰入

金

継続 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

2 文化振興課 (埼玉県文化振興基
金による助成事業)
文化活動サポート団
体助成事業

［補助対象］
①ＮＰＯ等の団体が、文化芸術活動を行う団体などに
対して、その活動の実施、発展、自立化に向けた支援
を行う事業
②ＮＰＯ等の団体が、県民と文化芸術とを結び付けるた
めのサービスの提供を行うことにより、県民の表現活動
などへの参加を促す事業
［補助額］
上限１００万円
［選定方法］
応募団体の計画書等について審査委員会で審査し、そ
の結果に基づき、補助団体を選定する。
［補助団体数］
４

文化、学術 2,653 埼玉県文
化振興基
金繰入金

継続 文化振興担
当

内線２８８７

3 男女共同参画課 （ドメスティック・バイ
オレンス総合対策事
業の一部）
民間団体育成事業
費補助金

［事業内容］
ＤＶ被害者支援活動を行う民間支援団体に対し、事業
費の一部を補助する。
［対象］
県内でＤＶ被害者支援活動を行っている民間支援団体
［選定方法］
申請書及び添付資料による書面審査

人権、男女共
同参画

2,481 県単 継続 ＤＶ対策担当 内線２９２５

4 県民・消費生活課 消費者団体活動促
進費補助

消費者基本法や県条例に定める消費者団体の役割を
果たすため、県域消費者団体が行う活動に補助する。
（補助対象事業）①消費者大会開催事業②くらし向上
推進活動事業

商工農業、労
働、経済

838 県単 継続 消費者団体
担当

内線２９４１

5 みどり自然課 （身近な緑の保全・
創出の一部）
里の山守活動支援
事業

ふるさと埼玉の緑を守り育てる条例による「市民管理協
定」を締結したNPO等に対して緑地保全活動に要する
経費の一部を補助する。

環境保全 1,194 都市緑化
基金繰入

金

継続 平成１８年度
都市の緑推
進プラン事業
費

緑地保全担
当

内線３１５０
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⑥ＮＰＯへの補助（ＮＰＯと県との共通の目的を達成するための公金配分）                      

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

6 福祉政策課 （豊かな地域福祉づ
くり推進事業費の一
部）
豊かな地域福祉づく
り助成事業

〔事業の種類〕県域事業と地域事業
〔補助対象事業〕ＮＰＯ・ボランティアに限らず、自治会
等の非営利団体が実施する先駆的な事業
〔補助上限額〕県域事業：１００万円、地域事業：３０万
円（補助率は両者とも２／３）
〔選定方法〕県域事業：書面審査（１次審査）と公開プレ
ゼンテーションによる審査（２次審査）（埼玉県シラコバ
ト長寿社会福祉基金運営部会による審査）、地域事業：
書面審査のみ（各福祉保健総合センターによる審査）
〔１９年度補助団体数〕県域事業：７団体、地域事業：６
団体

福祉 7,843
（改革推進
課の照会で
も同じ主旨
で回答）

県単
（埼玉県

シラコバト
長寿社会
福祉基

金）

継続 地域福祉担
当

内線３２２３

7 社会福祉課 （ホームレス自立支
援事業費の一部）
特定非営利活動法
人活動費助成事業

［補助対象]
ホームレスを対象とした支援活動を行うＮＰＯが、相談
事業、自立支援事業、研修事業等を実施した場合に、
事業に要した経費を助成する。
［補助額］
上限２０万円（補助率２／３）

福祉 400 県単 継続 ホームレス対
策担当

内線３２７１

8 疾病対策課 ひきこもり対策事業 [事業内容]
ひきこもりの状態にある者に安心して集える場を提供
し、社会参加と自立への足がかりとするために活動して
いる団体に補助した
[選定方法]
地域で活動している団体を保健所の推薦により決定す
る。

保健、医療 2,124 県単 継続 昨年度の回
答の課所名
を障害者福
祉課から疾病
対策課へ修
正

精神保健担
当

内線３５６５

9 農地活用推進室 （彩の国グリーンツー
リズム総合対策事業
の一部）
地域連携システム整
備事業

〔内容〕ワークショップ活動を通じた地域の連携システム
構築や都市住民等の受入体制の整備を支援する。
〔事業主体〕市町村、農業協同組合、ＮＰＯ等
〔補助率〕1/2
〔１9年度補助団体数〕１

まちづくり 1,500 県単 継続 農山村交流
担当

内線４０９３

10 流通販売課 （地産地消支援事業
の一部）
食育実践活動の支
援

地域における農業体験、加工体験、料理教室などの実
践的な食育活動を促進した。
また、地域農業への理解や望ましい食生活の実践を図
るため、体験参加型の料理コンテストを開催した。

保健、医療 1,485 県単 継続 地産地消担
当

内線４１０６

11 森づくり課 （埼玉森林づくりパー
トナーシップ創造事
業の一部）
森林サポーター活動
体制整備事業

森林サポーターの裾野を拡大し、県民参加による森づ
くりを普及・発展させるため、非営利法人の体制整備及
び活動に対して補助する。

環境保全 1,200 県単 継続 森林サポー
ター育成事業
より組み換え

森林保全活
動担当

内線４３１０

12 森づくり課 （埼玉森林づくりパー
トナーシップ創造事
業の一部）
森林づくりパートナー
シップ促進事業

森林づくりパートナーシップ推進協議会が行う森林の働
きや森林づくりに関する情報発信・広報活動に対し補
助する。

環境保全 200 県単 継続 森林保全活
動担当

内線４３１０
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⑥ＮＰＯへの補助（ＮＰＯと県との共通の目的を達成するための公金配分）                      

ＮＯ． 課所名  事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

13 木材利用推進室 （木のある生活空間
づくり事業の一部）
県産木材利用啓発
支援

県民に木材利用に対する理解を深めてもらうためのイ
ベント開催や県産木材のＰＲ活動への支援。

商工農業、労
働、経済

200 県単 継続 木材建築担
当

内線４３２０
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⑦ＮＰＯ・ボランティアに対する支援事業
　[Ａ]活動の場・物品・機材等の提供、[Ｂ]情報提供、[Ｃ]人材育成、[Ｄ]相談、　[Ｅ]税・使用料等の減免、[Ｆ]その他 

ＮＯ． 課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

1 中央地域創造セン
ター

Ａ 学習ルームの貸し
出し

地方庁舎１階の学習ルームを、平日の午前９時から
午後５時まで無料で貸し出した。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ - 継続 県民交流担
当

048-822-
1110

2 中央地域創造セン
ター

Ａ・Ｂ 交流サロンの提供 地方庁舎１階の交流サロンを、団体の打合せス
ペースとして提供するとともに、パンフレット、リーフ
レット等を提供した。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ - 継続 県民交流担
当

048-822-
1110

3 中央地域創造セン
ター

Ａ （県有財産維持管
理共通事業費の
一部）
浦和地方庁舎会
議室の休日開放

地方庁舎会議室を、休日にボランティア団体等へ有
料で貸し出した。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ - 継続 県民交流担
当

048-822-
1110

4 西部地域創造セン
ター

Ａ・Ｂ 交流サロンの提供 交流サロンでは県政資料等を提供するほか、団体
の打ち合わせをするスペースとして利用できる。
ボランティア情報コーナーを設け、パンフレット、チラ
シ等の掲示や情報提供を来庁者向けに行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 総務・防災担
当

049-244-
1110

5 西部地域創造セン
ター

Ａ 学習ルームの貸し
出し

平日、ボランティア団体やサークル等に対して、無
料で学習ルームを貸し出す。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 総務・防災担
当

049-244-
1110

6 西部地域創造セン
ター

Ａ （県有財産維持管
理共通事業費の
一部）
川越地方庁舎会
議室の休日開放

庁舎会議室を休日に、ボランティア団体等へ有料で
会議室を貸し出す。

ＮＰＯ・市民活
動支援

91 県単 継続 総務・防災担
当

049-244-
1110

7 西部地域創造セン
ター

Ｃ・Ｄ ＮＰＯ設立等相談
体制の強化

ＮＰＯ相談業務に従事する職員の資質の向上を図
るため、外部講師による研修を受ける。
ＮＰＯ相談者に対して、満足度調査を実施し、対応
の充実を図る。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 県民交流担
当

049-244-
1110

8 西部地域創造セン
ター東松山支所

Ａ 活動場所の提供 学習ルームの貸し出し、交流サロンの提供を行っ
た。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

0493-24-
1110

9 西部地域創造セン
ター東松山支所

Ｃ ＮＰＯセミナー 今年度はじめて事業報告書を提出する管内ＮＰＯ法
人等を対象に、事業報告書作成及びＮＰＯ基金につ
いてのセミナーを開催した。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

0493-24-
1110

10 東部地域創造セン
ター

Ａ・Ｂ 交流サロン等の提
供

県民活動の打ち合わせ、学習等の場として、交流サ
ロン及び学習ルームを提供した。また、交流サロン
にボランティア情報コーナーを設け、チラシ等を掲示
し、情報提供を行った。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 総務・防災担
当

048-737-
1110

11 東部地域創造セン
ター行田支所

Ａ 学習ルームの貸し
出し

行田地方庁舎２階学習ルームを県民活動及び県民
生活に関する学習の場として貸し出しを行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

048-555-
1110

12 東部地域創造セン
ター行田支所

Ｂ 交流サロンの提供 １階の交流サロンでは県政資料等を提供するほ
か、ボランティア掲示板を設置し情報提供を行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

048-555-
1110
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⑦ＮＰＯ・ボランティアに対する支援事業
　[Ａ]活動の場・物品・機材等の提供、[Ｂ]情報提供、[Ｃ]人材育成、[Ｄ]相談、　[Ｅ]税・使用料等の減免、[Ｆ]その他 

ＮＯ． 課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

13 北部地域創造セン
ター

Ａ 学習ルームの貸し
出し及び交流サロ
ンの提供

県民活動及び県民の学習の場として、学習ルーム
（平日）の貸し出し及び交流サロンの提供。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

048-524-
1110

14 北部地域創造セン
ター

Ａ ＮＰＯ実務研修会
と意見交換会の開
催

大里地域のＮＰＯ等を対象とした研修会の開催及び
意見交換会を行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 県民交流担
当

048-524-
1110

15 北部地域創造セン
ター
本庄支所

Ａ 学習ルームの貸し
出し

ボランティア団体やサークル活動団体などに対し、
平日の貸出を行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 総務・県民生
活担当

0495-24-
1110

16 北部地域創造セン
ター
本庄支所

Ａ 交流サロンでの情
報提供

県政資料の提供や打合せスペースの開放を行う。
また、ボランティアやＮＰＯに関する情報コーナーを
設置し、パンフレット等の情報提供も行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 総務・県民生
活担当

0495-24-
1110

17 秩父地域創造セン
ター

Ａ 学習ルームの貸し
出し

学習ルームをNPO・ボランティア団体や市民活動団
体等へ平日に無料で貸し出している。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ - 継続 県民交流担
当

0494-24-
1110

18 秩父地域創造セン
ター

Ａ 秩父地方庁舎会
議室の休日開放

庁舎会議室を休日にNPO、ボランティア団体等へ有
料で貸し出している。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ - 継続 総務・防災担
当

0494-24-
1110

19 秩父地域創造セン
ター

Ａ 交流サロンの提供 交流サロンは、県民活動の情報収集や打合せを行
うスペースとして利用できる。また、県政資料やボラ
ンティア掲示板による情報提供も行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ - 継続 県民交流担
当

0494-24-
1110

20 秩父地域創造セン
ター

Ｄ 行政との協働事業
の検討

秩父管内ＮＰＯの意向を踏まえ、行政との協働可能
な事業について検討する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ - 継続 県民交流担
当

0494-24-
1110

21 ＮＰＯ活動推進課 Ａ・Ｂ・
Ｅ

NPOオフィスプラ
ザ運営事業

［事業内容］
NPO・ボランティア活動を促進するため、県有施設を
活用したNPOオフィスプラザを管理・運営する。
所在地　さいたま市北区別所町１５－５
面積　土地　７，１０７．１６㎡　建物　１，５８５．０１㎡
（延床面積）
施設　NPO事務所（１５ブース）　交流スペース（資料
コーナー、打合せスペース等）
駐車場　５０台程度（入居団体分含む）
費用負担　管理費相当分として１㎡当たり月額平均
７１０円。

ＮＰＯ・市民活
動支援

23,764 県単 継続 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

22 ＮＰＯ活動推進課 Ｆ 埼玉県NPO基金 ［事業内容］
県内NPOの自主的・自発的社会貢献活動に対する
支援を行い、その活動を促進するとともに、NPOと
行政との協働を推進するために設置された。県の一
般財源と県民・企業からの寄附金を原資とし、それ
を元に「埼玉県NPO活動促進助成事業」、「NPO協
働提案推進事業」、「NPO運営力強化・育成支援事
業」を実施。

ＮＰＯ・市民活
動支援

32,584 県単 継続 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９
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⑦ＮＰＯ・ボランティアに対する支援事業
　[Ａ]活動の場・物品・機材等の提供、[Ｂ]情報提供、[Ｃ]人材育成、[Ｄ]相談、　[Ｅ]税・使用料等の減免、[Ｆ]その他 

ＮＯ． 課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

23 ＮＰＯ活動推進課 Ａ・Ｂ 彩の国市民活動
サポートセンター
運営事業
（再掲）

[事業内容]
ボランティアをはじめ、ＮＰＯなどの市民活動をサ
ポートし、地域に根ざした県民参加の社会をつくる
ため、 ＮＰＯ団体等が自ら運営し、その活動の拠点
とする市民活動サポートセンターを、県民活動総合
センター内の１Ｆに設置する。
利用者数１４，３６４名
①機能
ａ　市民活動の場の提供（団体の事務所機能（打合
せや団体のチラシ、資料等を作成する場の提供）
ｂ　団体の交流・連携等の場の提供
ｃ　市民活動に関する情報の提供
②施設
打合せ・交流スペース、作業コーナー、会議室
③運営
県民活動総合センターの管理運営に指定管理者制
度が導入されることに伴い、本センターの事業実施
についても指定管理者である（財）いきいき埼玉に
委託し、一体的な利用を図る。

ＮＰＯ・市民活
動支援

5,845
（再掲）

県単 継続 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

24 ＮＰＯ活動推進課 Ｃ・Ｄ NPO運営力強化・
育成支援事業
（再掲）

・税務・会計相談
相談会の開催、税理士等、会計事務の専門家が個
別相談に応じる。３０回開催。
・マネジメントセミナー
NPOスタッフを中心に、会計の処理、労務管理等運
営に必要な知識のセミナーを開催。　９日間開催。

ＮＰＯ・市民活
動支援

2,798
（再掲）

NPO基金
繰入金

継続 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

25 ＮＰＯ活動推進課 Ｂ ＮＰＯ情報ステー
ション運営事業

［事業内容]
ＮＰＯ・ボランティア活動を支援する総合的な情報提
供システムの整備を進める。平成１７年度にシステ
ムの運用を開始し、順次機能の充実を図っている。
利用状況
登録団体数１，３９１団体　アクセス数１１２，１９７件

ＮＰＯ・市民活
動支援

2,849 県単 継続 認証・相談担
当

内線２８３４

26 ＮＰＯ活動推進課 Ｂ （ＮＰＯと市町村の
協働促進事業費
の一部）
協働の宝庫（イン
ターネット編）作成
事業

［事業内容］
行政課題別の協働事例データベースを県ホーム
ページ上に作成し、市町村で直面している行政課題
の解決に向けてのヒント集として活用を図る。

ＮＰＯ・市民活
動支援

399 県単 新規 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９
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27 ＮＰＯ活動推進課 Ｆ （ＮＰＯと市町村の
協働促進事業費
の一部）
協働の宝探し事業
（市町村向け協働
提案事業）
（再掲）

［事業内容］
各分野で活動するＮＰＯが市町村と協働事業を具体
化するための協働事業提案会及び市町村の事業
担当者との意見交換会を実施する。
地域別に４回実施　３７団体から４４提案　ＮＰＯ８３
名、市町村職員１４４名ほか計２９８名参加

ＮＰＯ・市民活
動支援

851
（全体）
（再掲）

県単 新規 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

28 文化振興課 Ｆ 埼玉文化芸術活
動連携支援事業

・平成１８年度の事業展開を踏まえ、アートNPO等の
交流を引き続き支援するとともに、アートＮＰＯ相互
の連携や協働のネットワークづくりを促進する。
・アートNPOによるゆるやかな連携を目指した研究・
検討を行った。

文化、芸術 － － 継続 ※Ｈ１８年度
の埼玉文化
芸術活動連
携支援事業
からの継続

文化振興担
当

内線２８８７

29 国際課 Ａ・Ｂ・
Ｃ・Ｄ

（財）埼玉県国際
交流協会運営費
補助事業

  県民自らが主体となって進める国際交流の拠点で
ある（財）埼玉県国際交流協会の運営に対して助成
した。①国際フェアの開催（ＮＧＯブースの提供）②
国際協力活動現場訪問③ホームページ作成講座の
開催④「フレンドシップニュース」、多言語情報紙「Ｈ
ｅｌｐ」の発行⑤ＮＧＯマネジメントアップ支援事業

国際 8,346
（全体）

県単 継続 県→（財）埼
玉県国際交
流協会（補
助）

多文化共生・
ＮＧＯ担当

内線２７１５

30 国際課 Ａ・Ｂ 国際協力県民プラ
ザ管理運営事業

「国際協力県民プラザ」の運営に要する経費を（財）
埼玉県国際交流協会に対して補助した。①ＮＧＯ活
動拠点の提供交流スペースの開放、研修講座室・
ロッカー・メールボックスの貸出、コピー・印刷機・ＦＡ
Ｘ・インターネットの有料サービス等②ＮＧＯ情報の
提供、支援県内ＮＧＯについての情報ボックスの設
置等

国際 6,368 県単 継続 県→（財）埼
玉県国際交
流協会（補
助）

多文化共生・
ＮＧＯ担当

内線２７１５

31 国際課 Ｃ 日本語指導ＮＧＯ
養成事業

在住外国人の日本語学習を支援するＮＧＯやボラ
ンティアを養成するための講座を２回開催した（参加
者１８５人）。開催地域のＮＧＯと市町村の参画を得
て、それぞれに実行委員会を設置し、講座の企画・
運営を行った。

国際 1,297 県単 継続 県→（財）埼
玉県国際交
流協会（委
託）

多文化共生・
ＮＧＯ担当

内線２７１５

32 国際課 Ｃ （外国人地域生活
支援事業の一部）
専門的通訳ボラン
ティア養成事業

　地域において在住外国人支援を担う人材の育成
や協会登録ボランティアの資質向上を図るため、専
門的通訳ボランティア養成講座の開催を開催した。
（参加者数１２７人）

国際 1,084 県単 継続 県→（財）埼
玉県国際交
流協会（委
託）

多文化共生・
ＮＧＯ担当

内線２７１５

33 県民防犯推進室 Ｂ・Ｃ・
Ｄ

防犯パトロール広
げ隊事業

出前講座などを通じ、自主防犯活動の情報提供や
人材育成、相談などを行う。

防災、防犯、
交通安全

－ - 継続 事業推進担
当

内線２９４５

34 県民防犯推進室 Ｃ （防犯のまちづくり
推進事業の一部）
地域防犯リーダー
養成セミナーの開
催

地域における自主防犯活動のリーダーを養成する
ため、防犯のまちづくりに関する専門家によるセミ
ナーを開催する。

防災、防犯、
交通安全

1,266 県単 継続 事業推進担
当

内線２９４５
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35 県民防犯推進室 Ｂ・Ｃ・
Ｄ

（「減らそう犯罪の
日」一斉パトロー
ル実施事業費の
一部）
自主防犯グループ
の指導

出前講座などにより、自主防犯グループの活動を活
性化する。

防災、防犯、
交通安全

2,362 県単 継続 地域防犯担
当

内線２９４３

36 消防防災課 Ｂ 災害ボランティア
通信紙の発行

四半期に１回、機関誌を発行し登録ボランティアに
情報提供した。

まちづくり 153 県単 継続 地震対策担
当

内線３１８１

37 消防防災課 Ｃ 災害ボランティア
研修

県社会福祉協議会と共催で、災害ボランティアを対
象にした研修を開催した。

まちづくり 153
（再掲）

県単 継続 地震対策担
当

内線３１８１

38 水環境課 Ａ （よみがえれ！豊
かな川づくり事業
費の一部）
小・中学校での環
境学習の実施

〔事業内容〕
学校の総合学習及び関連教科の中で、河川を題材
に環境教育を実施し、河川に関する豊富な知識の
習得と水質改善に対する意識改革を行い、学校
間、家庭、地域への波及効果を目指す。授業は河
川浄化団体が実施し、県は教育委員会、学校等と
の調整及び授業のサポートを行い、持続可能な仕
組を構築する。（１ヶ所５校：１０クラス程度）

環境保全 411 県単 新規 ふるさとの川
再生担当
（現：里川再
生担当

内線３０８３

39 水環境課 Ｃ （よみがえれ！豊
かな川づくり事業
費の一部）
 リーダー養成講座
の開催

〔事業内容〕
地域のリーダーとしての取組を推進するため、リー
ダー養成講座を開催し、環境教育や河川浄化活動
に必要な知識を身につけてもらう。（１ヶ所１回）

環境保全 － 県単 新規 ふるさとの川
再生担当
（現：里川再
生担当

内線３０８３

40 水環境課 Ｆ （よみがえれ！豊
かな川づくり事業
費の一部）
企業訪問

〔事業内容〕
企業訪問により、地域総ぐるみの取組として、生活
排水対策の啓発資材や植生浮島等を提供してもら
い、河川水質浄化活動原資確保のため、県NPO基
金の団体希望制度を活用する。

環境保全 78 県単 新規 河川浄化団
体の経済的
支援

ふるさとの川
再生担当
（現：里川再
生担当

内線３０８３

41 水環境課 Ａ （ふるさとの川再生
戦略事業費の一
部）
綾瀬川ワースト１
とことん脱却大作
戦の一部、環境講
座等の支援

〔事業内容〕
河川浄化団体が行う、綾瀬川流域の小・中学校や
公民館への訪問講座の支援。（教材作成用機材、
パックテストセットの提供。職員の派遣。）

環境保全 － 県単 継続 ふるさとの川
再生担当
（現：里川再
生担当

内線３０８３
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42 水環境課 Ｆ （ふるさとの川再生
戦略事業費の一
部）
綾瀬川ワースト１
とことん脱却大作
戦の一部、企業の
連携強化

〔事業内容〕
企業訪問により、地域総ぐるみの取組として、生活
排水対策の啓発資材や植生浮島等を提供してもら
い、河川水質浄化活動原資確保のため、県NPO基
金の団体希望制度を活用する。

環境保全 24 県単 継続 河川浄化団
体の経済的
支援

ふるさとの川
再生担当
（現：里川再
生担当

内線３０８３

43 新産業育成課 Ｄ （彩の国映像コン
テンツ産業振興
ネットワーク事業
費の一部）
彩の国コミュニティ
ムービー振興事業

ＮＰＯ、企業等が地域で多様な映画上映が可能とな
るような環境づくりを進めるため、コミュニティ映画上
映研究会をする。

商工農業、労
働、経済

10 県単 継続 映像関連産
業担当

内線３７３３

44 流通販売課 Ａ・Ｂ・
Ｃ

（地産地消推進事
業の一部）食育推
進事業

食育ボランティアを登録し、作成した名簿を行政機
関等に配布する等により、活動の場を提供した。ま
た、ボランティアの育成、情報提供等の場として、研
修会・事例報告会を開催した。

保健、医療 937 県単 継続 地産地消担
当

内線４１０６

45 森づくり課 Ｃ （さいたまの森林
ふれあい事業の一
部）
森林サポーター研
修事業

森林ボランティア初心者に対する研修。 環境保全 286 県単 継続 森林サポー
ター育成事業
より組み換え

森林保全活
動担当

内線４３１０

46 道路環境課 Ａ 彩の国ロードサ
ポート制度

地元住民や学校、企業などがボランティアで道路の
清掃美化活動を行い、県(道路管理者)と地元市町
村がその活動を支援する。この制度は、住民と行政
が協力して快適で美しい道路環境づくり、道路の愛
護意識の向上、道路へのゴミ捨て防止の啓蒙に資
する。
県…団体名の入った表示板の設置、ボランティア保
険への加入、清掃用具の貸与
市町村…ゴミの処理、ごみ袋の支給
Ｈ１９実績：３３８団体

街路・公園管
理

32,000 県単 継続 総務担当 内線５０９６

47 河川砂防課 Ａ 河川愛護月間にお
ける清掃・美化活
動

河川愛護団体、自治会、学校などがボランティアで
河川の清掃活動（ゴミ拾い）を行い、県と市町村はそ
の活動を支援する。
河川愛護意識の向上及び河川環境の改善が図ら
れる。
県の支援・・・・・・・ゴミ袋、軍手、タオルの支給、傷
害保険への加入
市町村の支援・・・ゴミの受け入れ処理

環境保全 690 322
県単
368

河川協会

継続 管理・不法行
為対策、河川
公社担当

内線５１３３
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48 河川砂防課 Ａ 水辺の里親制度 河川愛護団体、自治会、学校、企業などが里親とな
り、河川を里子とみなして河川の清掃活動（ゴミ拾
い）を行い、県と市町村はその活動を支援する。河
川愛護意識の向上及び河川環境の改善が図られ
る。
県の支援・・・・・・・ゴミ袋、軍手、タオルの支給、傷
害保険への加入
市町村の支援・・・ゴミの受け入れ処理

環境保全 1,873 県単 継続 H20.3末現
在、98団体

管理・不法行
為対策、河川
公社担当

内線５１３３

49 循環器・呼吸器病
センター

Ａ 病院ボランティア
の受入

看護部と事務局が中心になって受け入れ体制を整
え、ボランティアの方に総合受付での案内を行って
いただく。

保健、医療 － － 継続 総務・職員担
当

048-536-
9900

50 がんセンター Ａ 病院ボランティア
支援

各種ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（※）が円滑な活動を行えるよう、各種
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱへの受け入れ、活動広報、研修会、交流会
等を実施。
※外来ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（患者及び患者家族に対する病院
内の案内等）、緩和ｹｱﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（緩和ｹｱ病棟での
お茶ｻｰﾋﾞｽや傾聴等）音楽ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（院内ｺﾝｻｰﾄ）な
ど

保健、医療 － － 継続 総務・職員担
当

048-722-
1111

51 小児医療センター Ａ 病院ボランティア
の受入

ボランティアの方が入院中の患児に対して絵本の
読み聞かせや人形劇の上演等を行うとともに、総合
受付において外来患者等に対する様々な案内業務
を行う。

保健、医療 － － 継続 総務・職員担
当

048-758-
1811

52 精神医療センター Ａ 病院ボランティア
の受入

伊奈町の美容室・理容室関係者が外出できない入
院患者に対し、月１回センター内理容室又は病棟に
おいて散髪等を実施した。年間でボランティアが延
べ５８人、利用者は２３３人であった。

保健、医療 － － 継続 総務・職員担
当

048-723-
1111

53 生涯学習文化財
課

Ｃ （瞳輝く子どもふれ
あい・体験活動事
業の一部）
青少年交流・参画
体験活動事業

「すばるボランティア・リーダー養成セミナー」
ボランティア活動に関する知識・実技などを学び、年
間を通して、“げんきプラザ”の事業に参加し、実践
活動を行う。

こども 565 県単 継続 社会教育担
当

内線６９１７

54 スポーツ研修セン
ター

Ｂ 広域スポーツセン
ター事業（スポー
ツ指導等者派遣事
業）

子どもから高齢者まで、様々なスポーツを愛好する
人々が参加できる「総合型地域スポーツクラブ（ふぁ
いぶるクラブ）」の設立・育成・支援等に関する知識
を有した指導員を配置することにより、ふぁいぶるク
ラブの発展を推進させる。

スポーツ 240 県単 継続 生涯スポー
ツ・相談担当

048-774-
5551
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⑦ＮＰＯ・ボランティアに対する支援事業
　[Ａ]活動の場・物品・機材等の提供、[Ｂ]情報提供、[Ｃ]人材育成、[Ｄ]相談、　[Ｅ]税・使用料等の減免、[Ｆ]その他 

ＮＯ． 課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

55 久喜図書館 Ｃ （子どもの読書活
動推進支援事業
の一部）
子どもの読書活動
の支援（おはなし
ボランティア指導
者派遣）

小学校等で、絵本の読み聞かせやおはなしなどの
活動を行っているボランティア団体・グループに対
し、絵本の読み聞かせとストーリーテリングのアドバ
イスを行うため、平成１７・１８年度に「おはなしボラ
ンティア指導者養成講座」を修了した27名を派遣し
た。

こども 29 県単 継続 総務担当 0480-21-
2659

56 スポーツ振興課 Ａ 地域を元気にする
ふぁいぶるクラブ
支援モデル事業
※マンパワー事業

ふぁいぶるクラブの活動場所として、県立学校体育
施設開放事業の中で提供し、地域スポーツの振興
を図る。

スポーツ － 県単 新規 生涯スポーツ
担当

内線６９５１

57 総合教育センター Ａ 小中学校ウィーク
エンド・サイエンス
ラボ事業（ウィーク
エンド科学探検教
室）

　２１世紀の科学技術を担う人材を育成するため、
地域の人材を科学教育ボランティアとして活用し、
学校の授業では時間や施設面等で実施することが
難しいような科学や算数・数学に関する体験学習の
場を児童生徒に提供した。
　出店形式による一般公開４会場、授業形式３会場
（中学校会場）で実施した。

こども 3,111 県単 継続 教育課程担
当

内線２０８

58 生涯学習文化財
課

Ａ （さいたま文学館
運営費の一部）文
学活動費・普及事
業費・文学館サ
ポーター
（再掲）

文学館の常設展示の解説を行う「文学館サポー
ター」を養成するため、常設展示の２０名の文学者
についての講義と接客体験などを行った。

文化、芸術 28
（再掲）

県単 継続 さいたま文学
館の指定管
理者（財）け
やき文化財団
が実施

芸術文化推
進担当

内線６９２５

59 歴史と民俗の博物
館

Ａ・Ｃ 展示解説ボラン
ティアの活動支援
（再掲）

・常設展示室で展示解説を行うボランティアのスキ
ルアップ研修等を実施し、その活動を支援。

文化、芸術 29
（再掲）

県単 継続 常設展示担
当

048-645-
8171

60 歴史と民俗の博物
館

Ａ・Ｃ 体験学習ボラン
ティアの活動支援
（再掲）

・体験学習ゾーン「ゆめ・体験ひろば」で活動する体
験学習ボランティアのスキルアップ研修等を実施
し、その活動を支援。

文化、芸術 29
（展示解説
ボランティア
の活動支援
の事業費に
含まれる）

（再掲）

県単 継続 学習支援担
当

048-645-
8171
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⑧活動の活性化、協働に向けた環境整備に関する事業
　[Ａ]県民への働きかけ（イベント・講座等の開催による普及・啓発、様々な広報媒体での活動紹介等の情報提供、相談、表彰・顕彰等）
　[Ｂ]行政職員への働きかけ（職員の理解促進、活動への参加奨励、ＮＰＯへの職員派遣、ボランティア休暇等）
　[Ｃ]市町村がＮＰＯを活用した事業を行う場合の市町村への補助・助成又は便宜供与 （ふるさと創造資金等）             

ＮＯ． 課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

1 地方分権支援課 Ａ 地域づくりネット
ワーク埼玉県協議
会情報提供事業

　地域づくりネットワーク埼玉県協議会加入の民間
の地域づくり団体（３３団体）の活動等について、
ホームページで紹介した。また、事務局において参
加した会議・フォーラムについて、会員に報告した。

まちづくり － － 継続 地域政策課
地域振興担
当

048-830-
2771

2 中央地域創造セン
ター

Ｂ 広聴広報－ホーム
ページ

中央地域創造センターホームページで、管内の
NPO・ボランティア活動窓口等を紹介する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ - 継続 県民交流担
当

048-822-
1110

3 西部地域創造セン
ター

Ａ・Ｂ 西部地域ＮＰＯセミ
ナー
（再掲）

はじめて事業報告書を提出するＮＰＯ法人を中心に
事業報告書等の作成と併せて、管内の法人事情、
今年度新規事業、ＮＰＯ基金についての研修会を実
施する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

049-244-
1110

4 西部地域創造セン
ター

Ａ・Ｂ 市町NPO担当者
情報交換会等の
実施

市町担当者に対して、NPO行政やNPOとの協働に
向けての情報・意見交換の場を提供する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

049-244-
1110

5 西部地域創造セン
ター

Ａ・Ｂ ＮＰＯと市町村との
協働アイデア提案
会（西部地域）
（再掲）

ＮＰＯ法人と市町との協働を推進していくため、ＮＰ
Ｏ法人が市町村の事業担当者に対して事業の提案
する場を提供する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 県民交流担
当

049-244-
1110

6 東部地域創造セン
ター

Ａ 管内ＮＰＯ・ボラン
ティア団体の活動
情報提供

管内ＮＰＯ・ボランティア団体の概要について、ホー
ムページで紹介した。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

048-737-
1110

7 東部地域創造セン
ター

Ｂ 管内市町ＮＰＯ担
当者会議

ＮＰＯに関する取組や協働事例について、意見交換
等を行うため、管内市町担当職員を対象に会議を
開催した。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 県民交流担
当

048-737-
1110

8 東部地域創造セン
ター

Ａ・Ｂ ＮＰＯ基礎講座
（再掲）

市民活動を行っている、あるいは、行いたいと考え
ている地域住民及び市民活動への支援を業務とし
ている行政職員に対し、ＮＰＯ基礎講座を実施した。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

048-737-
1110

9 東部地域創造セン
ター行田支所

Ａ ＨＰによるＮＰＯの
イベント情報等の
紹介

ＨＰによるＮＰＯのイベント情報等の紹介 ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

048-555-
1110

10 東部地域創造セン
ター行田支所

Ａ ＮＰＯ法人設立基
礎講習会～はじめ
のいっぽ～の開催
（再掲）

ＮＰＯ法人設立基礎講習会～はじめのいっぽ～の
開催

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

048-555-
1110
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⑧活動の活性化、協働に向けた環境整備に関する事業
　[Ａ]県民への働きかけ（イベント・講座等の開催による普及・啓発、様々な広報媒体での活動紹介等の情報提供、相談、表彰・顕彰等）
　[Ｂ]行政職員への働きかけ（職員の理解促進、活動への参加奨励、ＮＰＯへの職員派遣、ボランティア休暇等）
　[Ｃ]市町村がＮＰＯを活用した事業を行う場合の市町村への補助・助成又は便宜供与 （ふるさと創造資金等）             

ＮＯ． 課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

11 東部地域創造セン
ター行田支所

Ｂ ＮＰＯ新聞
『HOKUSAI NPO
Letter』によるＮＰ
Ｏ活動状況等の紹
介

ＮＰＯ新聞『HOKUSAI NPO Letter』によるＮＰＯ活動
状況等の紹介

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

048-555-
1110

12 東部地域創造セン
ター行田支所

Ｂ 管内市町ＮＰＯ担
当者会議

ＮＰＯに関する取り組みや協働事例について意見交
換をするため、管内市町担当者会議を開催する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 県民交流担
当

048-555-
1110

13 北部地域創造セン
ター

Ｂ 活動支援検討会
の開催

管内の市町村等で構成する大里地域のＮＰＯ活動
を支援するための方策等を検討する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

048-524-
1110

14 北部地域創造セン
ター

Ｂ 交流サロンにおけ
る活動の紹介

大里地域のＮＰＯ・ボランティア団体の活動を交流
サロンで紹介する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 県民交流担
当

048-524-
1110

15 北部地域創造セン
ター
本庄支所

Ａ ホームページによ
る紹介

管内のＮＰＯ法人やボランティア団体に関する情報
を、支所のホームページにて提供する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 総務・県民生
活担当

0495-24-
1110

16 秩父地域創造セン
ター

Ｂ 秩父管内市町ＮＰ
Ｏ担当者会議

ＮＰＯ活動の支援についての情報交換や行政との
協働可能な事業について検討する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ - 継続 県民交流担
当

0494-24-
1110

17 人事課 Ｂ ボランティア休暇
制度

職員が自主的に、かつ、報酬を得ないで、災害時の
被災者や障害者・高齢者への援助活動を行う場合
に、１年に５日の範囲内において特別休暇として認
める。
・平成19年度　延べ人数8人、延べ日数15日

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ - 継続 管理担当 内線２４３７

18 ＮＰＯ活動推進課 Ａ・Ｂ NPO出前講座 ［事業内容］
広聴広報課が設定した「県政出前講座」を通じて以
下のテーマでＮＰＯ出前講座を実施する。
・ＮＰＯの基礎知識
・埼玉県のＮＰＯ施策について（認証設立の説明も
含む）
また、市町村との協働という観点から市町村の職員
を対象としたＮＰＯ講座も必要に応じて別途実施す
る。
５０回実施　延べ２，０６５人参加

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 継続 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

19 ＮＰＯ活動推進課 Ｂ （ＮＰＯと市町村の
協働促進事業費
の一部）
市民活動サポート
センター育成事業

［事業内容］
市町村の市民活動サポートセンターの機能強化を
図るため、情報提供や相談業務等市民活動サポー
トセンターの運営方法を学ぶためのワークショップを
開催する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

851
（全体）

県単 新規 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９
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⑧活動の活性化、協働に向けた環境整備に関する事業
　[Ａ]県民への働きかけ（イベント・講座等の開催による普及・啓発、様々な広報媒体での活動紹介等の情報提供、相談、表彰・顕彰等）
　[Ｂ]行政職員への働きかけ（職員の理解促進、活動への参加奨励、ＮＰＯへの職員派遣、ボランティア休暇等）
　[Ｃ]市町村がＮＰＯを活用した事業を行う場合の市町村への補助・助成又は便宜供与 （ふるさと創造資金等）             

ＮＯ． 課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

20 ＮＰＯ活動推進課 Ａ （知恵と汗によるマ
ンパワー事業）
ＮＰＯ広報力アップ
講座

［事業内容］
広報戦略に詳しい先駆的なＮＰＯや企業、大学の協
力を得て、ＮＰＯに県民向けに発信する情報内容や
発信の方法を学んでもらい、ＮＰＯのプレゼンテー
ションを高めるセミナー開催する。
４回開催　延べ１３７人参加

ＮＰＯ・市民活
動支援

－ － 新規 ＮＰＯ活動担
当

内線２８３９

21 国際課 Ａ （（財）埼玉県国際
交流協会運営費
補助事業の一部）
「国際フェア2007」
の開催

　　県内の国際交流・国際協力団体の活動発表や
外国人留学生等との交流を通して、県民に対する
国際交流、国際協力活動を啓発することを目的に
開催した。（１１月１０日、１１日、参加ＮＧＯ５４団
体、参加者数26,000人）
開催内容：国際交流・協力ＮＧＯによる活動発表、ア
トラクション、フリーマーケット、各国料理の販売等。

国際 8346
（再掲）
（全体）

県単 継続 県→（財）埼
玉県国際交
流協会（補
助）

多文化共生・
ＮＧＯ担当

内線２７１５

22 国際課 Ａ 　国際協力県民プ
ラザ管理運営事業
（再掲）

　ＮＧＯについての組織・活動状況情報等を県民や
ＮＧＯに提供し、ＮＧＯ活動への県民の参加促進等
を図るとともに、ＮＧＯが自分たちの活動をＰＲする
機会を提供した。

国際 6368
（再掲）
（全体）

県単 継続 県→（財）埼
玉県国際交
流協会（補
助）

多文化共生・
ＮＧＯ担当

内線２７１５

23 国際課 Ｂ （（財）埼玉県国際
交流協会運営費
補助事業の一部）
彩の国さいたま国
際交流・協力ネット
ワーク運営事業

　県、県国際交流協会、市町村、ＮＧＯなどからなる
「彩の国さいたま国際交流・協力ネットワーク」を運
営して、相互に情報交換を行うとともに協働事業を
実施した。

国際 8346
（再掲）
（全体）

県単 継続 県→（財）埼
玉県国際交
流協会（補
助）

多文化共生・
ＮＧＯ担当

内線２７１５

24 県民防犯推進室 Ａ 防犯パトロール広
げ隊事業（再掲）

ホームページで自主防犯活動グループの取り組み
を紹介するとともに、意見交換の場を提供する。

防災、防犯、
交通安全

－
（再掲）

－ 継続 普及啓発担
当

内線２９４２

25 県民防犯推進室 Ａ・Ｂ 団塊世代の防犯
パトロール参加促
進事業

民間企業や市町村職員の退職者向け研修会など
の場で出前講座を行い、地域における自主防犯活
動の重要性の理解と参加の促進を図る。

防災、防犯、
交通安全

－ - 新規 地域防犯担
当

内線２９４３

26 県民防犯推進室 Ｃ 自主防犯パトロー
ル支援事業（埼玉
県ふるさと創造資
金）

市町村が行う、自主防犯パトロール活動への支援
事業に対して補助する。

防災、防犯、
交通安全

49,551 県単 継続 事業推進担
当

内線２９４５
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⑧活動の活性化、協働に向けた環境整備に関する事業
　[Ａ]県民への働きかけ（イベント・講座等の開催による普及・啓発、様々な広報媒体での活動紹介等の情報提供、相談、表彰・顕彰等）
　[Ｂ]行政職員への働きかけ（職員の理解促進、活動への参加奨励、ＮＰＯへの職員派遣、ボランティア休暇等）
　[Ｃ]市町村がＮＰＯを活用した事業を行う場合の市町村への補助・助成又は便宜供与 （ふるさと創造資金等）             

ＮＯ． 課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

27 水環境課 Ａ （よみがえれ！豊
かな川づくり事業
費の一部）
環境講座の開催

〔事業内容〕
地域総ぐるみの取組のスタートの場として、住民、
河川浄化団体、学校、企業、行政の連携により開催
する。河川の汚濁の主な原因となっている生活排水
の負荷削減のため、地域住民が一同に会し、「家庭
でできる生活排水対策」等についての活発な意見
交換により、河川水質改善に対する意識改革を行
う。

環境保全 1,651 県単 新規 ふるさとの川
再生担当
（現：里川再
生担当

内線３０８３

28 みどり自然課 Ａ （自然環境保全推
進事業費の一部）
彩の国ナチュラリ
スト育成事業

「彩の国ナチュラリスト」として本県での自然保護普
及の核となる自然観察指導員の育成を図るための
研修会を開催する。　受講予定者数４０名

環境保全 604 県単 継続 自然ふれあ
い担当

内線３１５６

29 社会福祉課 Ａ （福祉ボランティア
活動支援事業費
の一部）
福祉ボランティア
体験学習事業
（県・市町村社協
実施事業）

[事業内容]
県・市町村社会福祉協議会が実施するボランティア
体験学習に対し助成を行う。
[補助額]
県社協分１，３９２千円
市町村社協分総額 ２０，２４８千円

福祉 21,640 シラコバト
基金繰入

継続 （実施主体）
（社福）埼玉
県社会福祉
協議会・各市
町村社会福
祉協議会

社会福祉担
当

内線３２２８

30 社会福祉課 Ａ （福祉ボランティア
活動支援事業費
の一部）
埼玉県ボランティ
アセンター支援事
業

[事業内容]
県社会福祉協議会が実施する、県内におけるボラ
ンティア活動の促進を図る事業に要する経費に対し
補助する。
[補助額]
８，９１１千円（国1/2・県1/2）

福祉 8,911 国庫
1/2

継続 （実施主体）
（社福）埼玉
県社会福祉
協議会

社会福祉担
当

内線３２２８

31 商業支援課 Ｃ （商店街環境整備
事業の一部）
商店街地域資源
活用事業

商店街や商工会・商工会議所、ＮＰＯ等が既存建築
物（空き店舗、古民家等の歴史的建造物）や空き地
を活用する事業に対して、市町村を通じて補助す
る。

商工農業、労
働、経済

6,626 県単 継続 ※商店街活
性化に向けた
ソフト事業を
行う主体（間
接補助事業
者）の１つに
なりうるものと
想定していた
が２０年度は
なし。

商業振興担
当

内線３７６１
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⑧活動の活性化、協働に向けた環境整備に関する事業
　[Ａ]県民への働きかけ（イベント・講座等の開催による普及・啓発、様々な広報媒体での活動紹介等の情報提供、相談、表彰・顕彰等）
　[Ｂ]行政職員への働きかけ（職員の理解促進、活動への参加奨励、ＮＰＯへの職員派遣、ボランティア休暇等）
　[Ｃ]市町村がＮＰＯを活用した事業を行う場合の市町村への補助・助成又は便宜供与 （ふるさと創造資金等）             

ＮＯ． 課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

32 商業支援課 Ｃ （商店街夢チャレ
ンジ事業の一部）
夢チャレンジ事業
（夢チャレンジ型）

商店街や大学・専門学校等、ＮＰＯ法人等から商店
街活性化に係る企画を広く公募し、従来の枠組みに
とらわれないソフト事業への取り組みに対して、市
町村を通じて補助する。

商工農業、労
働、経済

4,999 県単 新規 ※商店街活
性化に向けた
ソフト事業を
行う主体（間
接補助事業
者）の１つに
なりうるものと
想定していた
が２０年度は
なし。

商業振興担
当

内線３７６１

33 農地活用推進室 Ａ 中山間地域ふるさ
と事業

中山間地域における農地や土地改良施設等の多
面的機能の維持発揮の促進を図るため、都市住民
を対象に、地域環境学習会を実施した。

まちづくり 114 － 継続 農山村交流
担当

内線４０９７

34 森づくり課 Ａ （さいたまの森林
ふれあい事業の一
部）
みんなで森をつく
る集い

みんなで森をつくる集いにおいて、森林整備活動を
主体的に運営させ、社会全体で森林を支える動きを
醸成する。

環境保全 3,000 森林整備
担い手基
金繰入金

継続 森林保全活
動担当

内線４３１０

35 森づくり課 Ａ （埼玉森林づくり
パートナーシップ
創造事業の一部）
森林づくりパート
ナーシップ普及啓
発事業

都市と農山村の協働による森林づくりを促進するた
めシンポジウムやバスツアーを開催する。

環境保全 1,122 県単
森林整備
担い手基
金繰入金

継続 森林保全活
動担当

内線４３１０

36 道路環境課 Ａ 道路愛護の集い 埼玉県道路協会との共催事業。彩の国ロードサ
ポート団体や民間企業などが一堂に会し、講演や
活動事例発表、道路愛護ポスターコンクール表彰な
どを通じて、道路愛護思想の普及、啓発を図る。

街路・公園管
理

－ － 継続 総務担当 内線５０９６

37 道路環境課 Ａ 道探検隊 埼玉県道路協会との共催事業。県民に地域の歴史
や文化に関わりのある道を探検しながら地域の道
を再発見し、愛着を持ってもらうことを目的として実
施する。

街路・公園管
理

－ － 継続 総務担当 内線５０９６

38 河川砂防課 Ａ 無し／見学会及び
清掃活動

砂防施設の安全点検及びその周辺箇所の清掃活
動

防災、防犯、
交通安全

－ － 継続 荒川上流域・
砂防担当

内線５１４１

43 ページ



⑧活動の活性化、協働に向けた環境整備に関する事業
　[Ａ]県民への働きかけ（イベント・講座等の開催による普及・啓発、様々な広報媒体での活動紹介等の情報提供、相談、表彰・顕彰等）
　[Ｂ]行政職員への働きかけ（職員の理解促進、活動への参加奨励、ＮＰＯへの職員派遣、ボランティア休暇等）
　[Ｃ]市町村がＮＰＯを活用した事業を行う場合の市町村への補助・助成又は便宜供与 （ふるさと創造資金等）             

ＮＯ． 課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野
執行済額

(千円)
予算財源 新／継 備考 担当 連絡先

39 県土づくり企画室 Ａ 彩の国都市づくり
アカデミー

[事業内容]
県民一人ひとりが積極的にまちづくりに参加し、か
つ地域のまちづくりの推進役を養成することを目的
として、講座を開催する。
[対象]
定員５０名
[講座数]
８回

まちづくり 1,355 県単 継続 景観・まちづく
り推進担当
三宮

内線５３６２

40 生涯学習文化財
課

Ａ （瞳輝く子どもふれ
あい・体験活動事
業の一部）
・異世代交流体験
事業
・長期自然体験活
動事業
・家族交流体験事
業

・自然体験・観察、野外活動等の中で、体験活動を
通して異世代交流を行う。
・異年齢集団による共同宿泊生活を通して、特に
「規律ある態度」を培う。
・思いやりの心の醸成と、親の資質向上やネット
ワーク化を図る。

こども 5,691 県単 継続 社会教育担
当

内線６９１７

41 人権教育課 Ａ 人権文集「はばた
き」
その他資料
感動発信事業
※マンパワー事業

ＮＰＯ法人子育てネット行田のサロンに人権文集
「はばたき」等を提供する。子どもたちと親への読み
聞かせ活動に取り入れて頂くことにより、人権教育
啓発施策への県民参画意識の高揚にもつながる。
実施後の感想・様子をまとめてもらい、資料作成に
活かした。

こども 859 県単 新規 人権教育担
当

内線６８９８

42 総合教育センター Ｂ 「生涯学習推進専
門講座～新しい公
共と地域・民間と
の連携」

生涯学習関係職員を対象に、「新しい公共と地域民
間との連携」に関して理解を深める研修を行い、職
員の資質の向上を図った。

ＮＰＯ・市民活
動支援

36 県単 継続 生涯学習担
当

内線５００
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